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平成２５年塩尻市議会９月定例会 

経済建設委員会会議録 
 

○日  時  平成２５年９月１９日（木）  午前１０時００分 

○場  所  全員協議会室 

○審査事項   

 議案第 １号 平成２４年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定について中 歳出４款衛生費中１項保健衛生費

６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費、５款労働費

（１項労働諸費４目ふれあいプラザ運営費を除く）、６款農林水産業費、７款商工費、８款土

木費、１１款災害復旧費 

 議案第 ６号 平成２４年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 議案第 ９号 平成２４年度塩尻市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 

 議案第１０号 平成２４年度塩尻市下水道事業会計剰余金の処分及び資本金の額の減少並びに決算認定につい

て 

 議案第１１号 平成２４年度塩尻市農業集落排水事業会計決算認定について 

○出席委員・議員 

       委員長   青木  博文 君    副委員長   西條  富雄 君 

        委員   金子  勝寿 君      委員   牧野  直樹 君 

        委員   永井  泰仁 君      委員   中村   努 君 

        委員   丸山  寿子 君 

議長   五味  東条 君 

○欠席委員 

       なし 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のため出席した理事者・職員 

       省略 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

       議事調査係長   上村  英文 君 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

午前９時５８分 開会 

○委員長 ちょっと時間前ですが、始めたいと思います。皆さん、おはようございます。去る９月の１６日に発

生しました台風１８号ではですね、市内の被害がありました。被害されました皆様方には御見舞いを申し上げた
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いと思います。 

それでは、ただいまから９月定例会経済建設委員会を開会します。本日は、委員全員が出席しております。こ

の際、申し上げます。審査に関する発言につきましては、委員、職員ともに全てマイクを使用していただきます

ようお願いいたします。それでは、審査に入る前に、理事者のほうで挨拶があればお願いいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

理事者挨拶 

○副市長 おはようございます。大変お忙しいところを委員会を開催をいただきましてありがとうございます。

本委員会におきましては、平成２４年度の塩尻市一般会計歳入歳出決算ほか、２４年度の会計の決算、あるいは

条例案件等々申し上げてございます。よろしく御審査をいただきますようお願い申し上げまして、御挨拶にさせ

ていただきます。 

○委員長 それでは、本日の日程を申し上げます。当委員会に付託された議案は、別紙付託案件表のとおりであ

ります。詳細の日程につきましては、西條副委員長から申し上げます。 

○副委員長 それでは、説明させていただきます。本日とあす、委員会審査をいただきます。議案は１４件です。

あすの委員会終了後、経済建設委員会協議会を予定しておりますので、よろしくお願いします。以上です。 

○委員長 よろしくお願いします。それでは、ただいまから議案審査を行います。なお、発言に際しましては、

議事の円滑な進行のため、委員長の指名を受けた者のみの発言とします。議事の進行への御協力を切にお願いい

たします。また、議案の審査案件に関係のない職員の退席を認めます。それでは、審査に入ります。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１号 平成２４年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定について中 歳出４款衛生費中１項保健衛生費６

目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費、５款労働費（１項労

働諸費４目ふれあいプラザ運営費を除く）、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、１１款

災害復旧費 

○委員長 議案第１号平成２４年度塩尻市一般会計歳入歳出決算について中、歳出４款衛生費中１項保健衛生費

６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費、５款労働費（１項労働諸費４目

ふれあいプラザ運営費を除く）、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、１１款災害復旧費について審査を

行います。それでは、歳出４款衛生費中１項保健衛生費６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設定事業及び２項

清掃費１目し尿処理費を議題とします。説明を求めます。 

○下水道課長 それでは、決算書１４４、１４５ページ、資料につきましては６３ページをお願いいたします。

６目環境保全費のうち、１４５ページ中段の合併処理浄化槽設置事業であります。この事業は、公共、農集の集

合処理区域以外の方が合併処理浄化槽を設置する場合、所定の補助を行うものであります。上から２つ目の黒ポ

ツ、合併処理浄化槽設置事業補助金として７人槽を２基、１４人槽を１基、設置者に対しまして３４９万円を補

助したものであります。 

続きまして、１４６、１４７ページをお願いいたします。資料については６４ページであります。１目し尿処

理費であります。これにつきましては、衛生センターへ農業集落排水の汚泥、それから合併処理浄化槽の汚泥、

し尿等を搬入されまして、その搬入された汚泥を前処理をいたしまして、東部汚水幹線へ圧送している経費であ
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ります。 

１４７ページの上から２つ目の白丸ですけども、し尿処理施設管理費のうち上から４つ目の黒ポツ、消耗品費

でありますけれども、これにつきましては、活性炭、ポリ硫酸第二鉄等の購入費用が主であります。下から３つ

目の電力使用料７２８万６，６７１円でありますけども、これは、処理棟、管理棟、それから井戸からポンプで

水を揚げてますけども、その稼働のための電力使用料であります。一番下の黒ポツ、営繕修繕料のうち、前処理

施設部品交換工事でありまして５６７万円でありますが、これは、破砕機のオーバーホール、それからドラムス

クリーンの部品交換、スクリュープレスの部品交換を行ったものであります。続きまして１４８、１４９ページ

であります。中段の機械設備点検業務委託料のうち、機械設備点検業務委託２４７万８，０００円でありますけ

れども、これにつきましては、し渣の袋詰めの装置の点検、中央監視システムの点検、自動扉の点検等を行った

費用であります。私からは以上です。 

○委員長 それでは、一旦ここで切りまして。 

〔「続けて説明を、労働費まで」の声あり〕 

○委員長 １項ずつやっていこうと思ったんで。いいですか、一緒で。それでは、続けて次に進みます。５款労

働費を議題とします。説明を求めます。 

○商工課長 それでは、１５２、１５３ページをお開きください。備考欄の主な事業につきまして御説明申し上

げます。５款労働費１項労働諸費１目労政費のうち、上から３番目の白丸、労政事務諸経費の黒ポツ、技能褒賞

者記念品代１６万７，０００円余ですが、１２名の技能褒賞者の記念品代でございます。その下の黒ポツ、技能

五輪全国大会等出場者激励金５万円ですが、１０月に長野県で開催されました第５０回技能五輪全国大会及び第

３３回全国障害者技能競技大会、通称アビリンピックと申しますが、市内から出場されました１０名に激励金を

手渡したものでございます。この成績でございますが、技能五輪でございますが、７名中、金賞が２名、銀賞が

１名、敢闘賞が１名と、４名の方が受賞をされております。またアビリンピックにつきまして３名出場されまし

たが、銀賞が１名ということでございまして、そのうち、銀賞を取られた方がですね、市内企業のほうへ就業が

できたというようなうれしい報告もございました。 

次の労働者福祉対策事業の黒ポツ、中小企業退職金共済掛金補助金４３６万７，０００円余でございますが、

中小企業退職金共済等の掛金を支払った事業主に対しまして、１３１事業所、７００名を対象に補助したもので

ございます。その下の勤労者福祉サービスセンター運営補助金８００万円でございますが、朝日村、山形村から

の負担金２３８万４，０００円を合わせまして交付したものでございます。１つ下の労働対策振興費補助金１４

５万円でございますが、塩尻地区労働者福祉協議会への活動費助成でございまして、労福協フェスティバルや福

祉施設、駅前清掃などのボランティア活動などの勤労者福祉活動に取り組む団体へ補助したものでございます。

１つ下の黒ポツでございます。勤労者福祉資金融資預託金１億円でございますが、勤労者等を対象といたしまし

た、限度額２００万、返済期間が１０年以内、貸付利息が固定金利で１．７９％、変動金利では１．５４％とし

て融資したための原資を、金融機関に預託したものでございます。平成２４年度につきましては、２５件の新規

融資額３，２４９万円のあっせん実行額となっております。 

次の白丸、雇用対策事業の一番下になりますが、黒ポツ、若年者就業サポート事業委託料２４０万円でござい

ますが、若年者の就労支援のための就業サポート事業をＮＰＯ法人ジョイフルへ委託したものでございます。主
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な事業でございますが、就業相談件数が３８０件、また働く意欲のある無職の若者、いわゆるフリーターを対象

といたしましたセミナーを延べ４０回開催いたしまして、７０名の参加がございました。また、就職もしていな

い、就業のための訓練を受けていない、いわゆるニートですね、を対象といたしました就業啓発セミナーを延べ

１９８回開催し、１，０７８名の参加がございました。その結果、就職者が２５名、進学者が５名、起業の方が

１名という成果がございました。１５４、１５５ページをお開きください。４つ下の黒ポツ、塩尻地区労務対策

協議会補助金８１万３，０００円余でございますが、塩尻地区労務対策協議会への助成金でございまして、新規

就職者研修会や高校生を対象といたしました就業意識啓発セミナー、学校教職員と地元企業との情報交換、また

企業視察等を開催したものでございます。その下の黒ポツ、テレワーク推進事業補助金８００万円でございます

が、平成２２年度にひとり親家庭在宅就業支援事業といたしまして厚生労働省のＩＴ分野業務事業の裁定を受け

まして実施したものでございまして、現在ＫＡＤＯにおいて実施しておりますが、運営にかかわります嘱託職員

３人分の人件費として補助したものでございます。今後、自立化を目指して現在取り組んでおりますが、ＩＣＴ

業務などの受注収入を安定的に得るための営業担当の育成が課題となっておる状況でございます。その下の黒ポ

ツ、シルバー人材センター補助金１，２８０万円でございますが、シルバー人材センターの運営にかかわります

市村分の補助金でありまして、朝日村から均等割、人口割で計算しました負担金をいただいておるところでござ

います。 

次の白丸、駐輪場管理諸経費の上から５番目になりますが黒ポツ、駐輪場管理委託料２０８万８，０００円余

でございますが、塩尻駅前等の駐車場の管理経費でございまして、主に駐輪場の整理また清掃等にかかわります

シルバー人材センターへの委託料となっております。一番下の黒ポツ、広丘駅西口駐輪場補修工事８３万４，０

００円余でございますが、南側の駐輪場の土地の所有者から返還を求められましたので、線路側に面した駐車場

を駐輪場として整備した経費、また既存の駐輪場の軒天井部分の補修を行った経費でございます。 

２目の職業訓練校費のうちの白丸、職業訓練校運営諸経費の黒ポツでございますが、塩尻高等職業訓練校指定

管理料１６０万円でございますが、塩尻職業訓練協会へ施設管理、事務事業を委託しているものでございまして、

木造建築科や配管科の普通課程などが設置されて運営をしております。その下の黒ポツ、木曽高等漆芸学院指定

管理料１４５万８，０００円でございますが、木曽漆器工業協同組合に施設管理、事務事業運営を委託している

ものでございまして、漆器科、デザイン科が設置されて運営をしております。 

３目の勤労者青少年ホーム管理費の上から２つ目の白丸、ホーム運営諸経費のうちの黒ポツでございます。ヤ

ングスクール講師謝礼８２万５，０００円でございますが、前期、後期、夏期、冬期にわたります各教室、講座

の講師謝礼で、家庭料理ですとか、ヨガ、テニス、エアロビクス、正月料理など１８講座、延べ１２２回を開催

いたしまして、受講者が９７５名で行ったものでございます。また、それ以外にも自主サークルといたしまして、

さまざまな活動も行われておるところでございます。下から６番目の黒ポツ、耐震診断委託料３７８万円でござ

いますが、昭和５３年に建設されました塩尻勤労者体育センターの耐震化を図り、災害時の地域住民の収容施設

といたしまして指定するために耐震診断を行ったものでございます。１５６、１５７ページをお開きください。

上から２番目の黒ポツ、ふれあい・ときめき事業補助金２８万５，０００円でございますが、２月に１３４名の

参加で行われました、ふれあい・ときめき事業、通称ときめきデートマッチと言っておりますが、に補助したも

のでございまして、イベント終了後ですが、飲食店がどこも満席になるなど、経済効果も大きな事業でございま
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した。１３４名のうち、男性が６４名、女性が７０名ということで、女性の参加者が多くありました。５款労働

費の説明は以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いします。 

○農業委員会事務局長 それでは、同じページ１５６、１５７ページをお願いいたします。６款農林水産業費の

中の１目農業委員会費から御説明いたします。決算額につきましては５，３１５万６９４円でございます。３番

目の丸、農業委員活動費１８１万３，４９３円でありますが、農業委員の活動に伴う諸経費でございます。 

次のページをお願いいたします。農業者年金事務諸経費６７万３，４６８円でありますけれども、この経費は

農業者年金の受託事務で、年金裁定請求等の事務処理にかかわる諸経費でございます。 

次の白丸、農業委員会事務局諸経費２７９万１，４８３円でありますが、この経費は農業委員会事務局に係る

経費でございます。主なものでは、下から３番目のポツ、農地地図情報検索システム業務委託料８４万円であり

ますけれども、農地基本台帳の農地所有者の住民記録、また固定資産の情報を毎年更新するため業務委託をして

いるものでございます。農業委員会費につきましては以上です。 

○農林課長 それでは、続きまして２目の農業総務費からよろしくお願いいたします。３つ目の丸になりますけ

ども、農業総務事務費３，８０８万５，７８７円でございます。主なものといたしましては、１２番目のポツに

なりますけども、登記書類作成委託料３６６万９，０５０円につきましては、国土調査、地籍調査の関係で、測

量図等の作成にかかわるところの業務、９件分を委託したものでございます。それから、１つ飛んでいただいて、

１４番目の農業公社運営補助金３，３０３万４，０００円でございますけども、本年で３年目となる農業公社で

ございますけども、業務といたしましては、行政やＪＡ等の担えないすき間の部分を担っていただいておりまし

て、耕作放棄地、また若者の農業への定住というようなことを目標として進めていただいております。特に主な

実績でございますけども、農家及び営農組合等から依頼を受けた農作業の受託面積でございますが、４１．８ヘ

クタールでございます。また、ねこの手クラブによりますところの農作業の支援につきましても、３万３，４８

１時間ということで、年々拡大傾向になってございます。また、そのほかでございますが、市から委託をいたし

まして農産物の流通コーディネーターを設置いたしまして、域内流通の実証事業に取り組みをしていただきます。

成果といたしましては、学校給食を１つのマーケットといたしまして取り組みをさせていただきまして、市内産

農産物の学校給食への利用割合が、野菜、果樹ともに前年を大幅に上回る状況だったということでございます。 

それから次、４番目の丸になりますけども、農業総務負担金１３６万１，０００円のうち、一番上のポツにな

りますけども、家畜損害防止対策事業推進協議会負担金１０７万１，０００円につきましては、家畜にかかわる

ところの法定伝染病、また疾病予防事業を実施してございます家畜損害防止対策推進事業推進協議会への負担金、

それから中信農業共済が運営してございます家畜診療所の運営負担金を、それぞれ市町村分として負担をしたも

のでございます。 

それでは続きまして、ページをめくっていただきまして１６０、１６１ページをごらんいただければと思いま

す。一番上の丸になりますけども、園芸産地基盤強化等促進事業９００万円の野菜価格安定事業でございますけ

ども、これは、野菜生産出荷安定法に基づきまして農畜産業の振興機構というのがございますが、そこが実施し

ております野菜価格の基金造成事業に対するＪＡ、生産者に対する補助金でございます。市の上乗せでございま

すが。 

それから、続いて２つ目の丸になりますが、畜産振興事業１４４万１，５８４円につきましては、主なものと
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いたしましては、高ボッチ公共牧場の維持管理にかかわるところの経費、それから、塩尻市が畜産振興協議会を

設置してございます、その協議会に対する補助金といたしまして、その協議会が開催いたします枝肉の共励会に

かかわるところの助成でございます。なお、高ボッチ牧場につきましては、平成２４年度放牧数が３４頭となっ

てございます。 

それから、次の３番目の丸になりますが、農作物等災害対策事業１，５０７万１，１７９円でございますが、

これにつきましては、恐れ入りますが、決算説明資料６５ページの下の段をごらんいただければと思います。こ

の農作物等災害対策事業につきましては、多くは有害鳥獣の対策に係る費用でございまして、有害鳥獣の駆除対

策につきましては、捕獲対策、それから防除対策、それから生息環境対策の３つをテーマといたしまして取り組

んでまいりました。特に平成２４年度は、有害鳥獣のパトロール員を１名増員をしたこと、また、市の有害鳥獣

駆除対策協議会によるところの報奨金制度を設けたというようなこと、それからですね、特にニホンジカにつき

ましては松本の広域捕獲隊との連携もございまして、塩尻市内では４０４頭、またイノシシでは、前年２９頭に

対しまして５５頭というような形でですね、大変捕獲対策が大きく前進をしたという状況でございます。また、

そのほか、電気牧さくの設置、また狩猟免許の取得に対する助成につきましてもＰＲ等を行い、また学習会等を

行っていただいた関係から、前年を上回る実績を得ることができました。そんなような状況でございます。 

それから、続きまして４番目の丸になりますけども、農業振興資金等利子補給事業３９２万３，４５３円につ

きましては、市の農業振興資金あっせん規則に基づきまして、生産者の生産資金、また経営安定資金、また自然

災害等に対します生産の立て直しの資金等の利子補給でございます。 

それから、その次の５番目の丸になりますけども、農業経営基盤強化資金利子助成事業１９５万３，４７２円

につきましては、認定農業者の借入に係る利子助成でございまして、スーパーＬと言われる資金でございます。

この事業につきまして、それぞれ認定農業者が規模拡大、効率化等を図ろうというものの事業費に対しての助成

をさせていただいてございます。上半期が１２件、そして下半期が１３件という形でございます。 

それから、続いて６番目の丸になりますが、ぶどうの郷づくり等推進事業１，３７４万４１６円でございます

が、これにつきましては、決算説明資料６６ページをあわせてごらんいただければと思います。この上段でござ

いますが。若干補足させていただきたいと思いますが、決算書のほうの果樹棚整備は１１件、３万３，８００平

方メートルとなってございます。決算説明資料のほうでは、中段の表の内部評価の表の中の成果欄の補助のとこ

ろが、果樹園の面積拡大３万３，２７０平方メートルという形で、若干の違いがあるわけでありますけども、こ

れにつきましては、決算説明資料のほうにつきましては新設のみの拡大という形の中で面積を記載させていただ

いてございますので、若干５３０平方メートルほど面積が違っておりますけども、よろしくお願いいたします。

それでは、このぶどうの郷づくり事業につきましては、塩尻市の特産でございますブドウを中心といたしました

果樹の総合産地として維持発展を図るために、果樹棚整備、施設整備、また優良苗木等の導入支援を行ってまい

りました。あわせて経営の安定という形の中で、果樹共済の掛金への助成等を行ったわけでございますけども、

これにつきましては、決算説明資料のほうにございますとおり、今後の方針という形の中でＢとさせていただい

ておりますとおり、この平成２４年度は補正が組めなかった関係から補助金が７９％ほどの助成を花樹棚、優良

苗木等をしたというような経過の中で、本年度も含めましてですが、今後これにつきましては、地元からの要望

にあわせてこの助成ができるような形を取り組んでまいりたいということでさせていただいてございますので、
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よろしくお願いいたします。 

それから、続いて７番目の丸になりますが、決算書へ戻っていただきまして中山間地域等直接支払事業につき

ましては、生産条件の不利な中山間地域において農業生産の維持を図りながら、農業の多面的機能を確保すると

いう事業でございまして、国・県・市が３分の１ずつ助成をいたしましたが、平成２４年度は、１８集落、約１

３５ヘクタールを、農地の保全を行うことができました。 

それから、一番下の丸になりますけども、環境にやさしい農業推進事業６７２万３，８００円につきましては、

レタスの根腐れ病の拡大防止または風食防止のための緑肥の種子等を配布をいたしましたけども、これがおおむ

ね約１４０ヘクタール。また防薬ネットの設置に対して助成をいたしまして、ドリフト対策等を行うことができ

ました。これにつきましては２件でございますが、おおむね５，３００平方メートル。それから、環境保全型農

業の直接支援事業、これは国の事業でございますが、これにつきましても、化学肥料または農薬等をですね、５

割以上低減した農家に対する助成という形で、国・県・市でそれぞれ助成をしてございますけども、１７件、お

おむね１２．５ヘクタールの保全活動が行われたという形でございます。それから、４番目のポツになりますが、

農業用廃プラ回収あっせん事業補助金につきましては、農業用のポリマルチの廃プラスチックに対するところの

処理費でございまして、ＪＡ塩尻市がおおむね２３７トン、それからＪＡ洗馬が５７５トンということで、市内

全体では８１２トンを処理をしたという形でございます。これは、前年に対しまして１０トンほど多くなってご

ざいます。 

それでは、ページをめくっていただきまして１６２、１６３ページをごらんいただきたいと思います。農作物

自給力向上事業１，２４４万１，６５６円でございますけども、これは、国の直接の事業といたしまして食糧自

給率の向上のために遊休荒廃農地の予防、解消、さらには米の需給調整等を行いながら、また、戸別所得補償制

度を実施をしていくという事業でございまして、特に、下から３番目の農地利活用推進補助金につきましては、

これは市の単独で、国に先駆けて平成２２年から昨年の３年間の時限事業で取り組みをさせていただきました。

これによりまして、農地の再生後、戦略作物、ソバ、ダイズ等の戦略作物を作付けをして、そこに対して助成を

したという形でございますけども、３年間でおおむね２２件、１１．２ヘクタールの遊休荒廃農地等の解消また

は予防ができたということでございます。それから、その次のポツになりますが、水田農業経営確立推進指導事

業補助金６４万１，８３７円につきましては、市の農業再生協議会に交付される事業に対する米の受給調整に対

する経費でございまして、平成２４年度は、国・県の要望がですね、５９７．３ヘクタールに対しまして、塩尻

市の実績５８５ヘクタールで達成をさせていただいたという形でございます。それから、その次の農業者戸別所

得補償制度推進事務費補助金８５１万２，０００円でございますけども、これにつきましては、販売価格が生産

費を恒常的に下回っている作物を対象といたしまして、その差額を交付するという戸別所得補償制度でございま

すが、これにつきまして、塩尻市の推進費に関する補助金でございます。特に平成２４年度は、戸別所得補償制

度の加入が７９７件、国から交付された金額が１億６，５４２万１，０００円でございました。１戸平均にいた

しますと、おおむね２０万余の金額が国から交付されたという形になってございます。 

それから次、２番目の丸の農業経営体育成支援事業１，７５３万４，０４６円でございますけども、これにつ

きましては、特に主なものといたしましては、１０番目のポツになりますが、農業者育成研修補助金８０万円に

つきましては、志学館高校の生徒のワイン醸造の技術修得と就労促進のために、昨年度はカリフォルニア州へ５
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名の生徒を研修という形で助成をさせていただきました。それから、その次のポツになりますが、農業振興団体

育成補助金８８万円につきましては、市内の農業者の団体、それから生産者・消費者等との交流事業等を行う団

体、また農産物のＰＲ活動を行う団体、６団体に対しての活動費の助成をさせていただきました。それから、そ

の次のポツになりますが、共同利用機械施設等導入事業補助金９００万円でございますが、これは、地域の機械

化による労力支援、それから生産者の組織化をいたしました事業に対しまして、機械力の導入に対する助成でご

ざいまして、３分の１を上限１００万円、認定農業者につきましては２分の１、上限２００万円という形で助成

させていただきましたが、この２４年度からは、認定農業者５名以上の組織という形の中で改正をさせていただ

きまして、事業全体では５件、９００万円の助成をさせていただきました。そして、次のポツになりますが、新

規就農者補助金１００万円でございますが、これは、６５歳以下の新規就農者が塩尻市内で就農をいたしまして、

機械を導入したいというものにつきまして１００万円を上限に助成をしてございますが、平成２４年度は２人の

新規就農者に対して、果樹でございますが、スピードスプレーヤー等の事業の購入費を助成をさせていただきま

した。それから、その次の新規就農者就農支援負担金４５万円につきましては、２４年度新たに新設をいたしま

した市単の事業でございまして、６０歳以下の経営が不安定な新規就農者に対しまして生活費等の助成といたし

まして、市が５万円、ＪＡが２万円、合計７万円を交付をするという事業でございまして、京都から塩尻市で果

樹を営んでおります青年に対して１名分、支援をさせていただきました。それから、その次のポツになりますが、

青年就農給付金は３７５万円でございますが、これは、国の新たな事業といたしまして２４年からスタートをし

たわけでございますが、４５歳未満の就農初期段階の新規就農者に対する支援という形の中で、１５０万円を年

間支援をするという形で、本年度２４年度は、塩尻市３名を３７５万円、助成をさせていただきました。 

それでは、次になりますが、農業再生プロジェクト推進事業でございますが、１，２０１万２２０円でござい

ますが、これは、平成２３年の８月から農業再生ネットワーク会議を立ち上げまして、農業再生を基本重点事業

といたしまして取り組んでいるわけでございます。この農業再生につきましては、基本的な方向といたしまして

は、農業を支えることがですね、従来農業者が農業を支えておりましたけども、これを市民も同じフィールドっ

て言いますか、市民も農業を支えていくという形の中で参画をしてくる。また、大量に消費するようなレタス、

キャベツ、加工ブドウなどにつきましては、戦略的に消費拡大等を図りながら農家利益を高め、その辺のところ

によりまして安定的な担い手が育っていく産業として農業を再生していくという理念の中で進めさせていただい

てございます。平成２４年度の主な取り組みといたしましては、下から３番目のポツになりますが、消費動向調

査の委託を農業公社にいたしまして、地元農産物の消費動向を調査をいたしました。内容的には報道等をさせて

いただいてございますけども、市内産の、重量ベースになりますが、市内産の青果物は６月、９月、１２月、お

おむね３割から４割は地元産の農産物が消費をされていたと。また、金額ベースになりますけども、やはり高齢

世帯でも３割から５割は地元産のものを中心に食べているというようなことが見えてまいりました。また、特徴

的なところでは、米などは１２月の消費は、おおむね４割はもらっているというような結果も出ておりましてで

すね、この辺、農業地域でもございますのでそこら辺もございますが、いずれにいたしましても旬な時期という

のは塩尻市民にとりましては地元のものを求める傾向というのが若干見られるということがわかってございまし

た。これは、基礎資料といたしまして、今後、農業再生の指標として取り入れてまいりたいと思ってございます。

また、次のポツになりますが、農産物域内流通実証事業の委託料３６８万円余につきましては、今お話ししたと
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おり流通コーディネーター１名を配置をいたしまして、地元農産物をさらに拡大をしていきたいという形の中で

ですね、学校給食等を１つのマーケットとして検討し、本年度からは地元スーパー等への農産物の拡大を図るよ

うな取り組みをしてございますけども、その辺のことを平成２４年度、取り組みをさせていただきました。成果

といたしましては、学校給食の地元産の利用率が高まったこと、また、生産者、学校給食への供給農家も１９戸

から５１戸に拡大をしたというような状況でございまして、地元産の農産物を多くの人に供給をしていく体制づ

くりの一端が見えてきたという状況でございます。それから、次のポツになりますが、農産物流通拠点施設整備

事業補助金５７４万４，０００円につきましては、ＪＡ塩尻市が郷原に設置いたしました直売所ききょうの建設

費の助成でございます。 

それから、その次になりますけども、４目の農村総合整備費、農業集落排水事業会計繰出金２億５，７３７万

７，０００円でございますが、これにつきましては、農業集落排水事業の経営安定を図るため、一般会計から農

業集落排水会計に繰り出しを行ったものでございますので、よろしくお願いいたします。なお、詳細につきまし

ては、後ほど農業集落排水会計のほうで御説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

○農業委員会事務局長 それでは、引き続きまして５目農地流動化促進活動事業費について御説明いたします。

決算額につきましては１，６９９万１，５５６円でございます。次のページ１６４、１６５ページをお願いした

いと思います。下から３番目の黒ポツでありますが、県農地情報管理センター負担金２７万円でありますけれど

も、農地の貸し借りの情報を県農業会議で一括管理し、利用権設定しております農地の契約期間満了前に、前回

の契約内容の一部を印刷した更新資料代等で、更新漏れがないよう農地所有者に通知し、農地の流動化に活用し

ております負担金でございます。その次のポツ、中核農家等育成規模拡大事業奨励金１，５２９万１，０００円

でございますけれども、この事業につきましては、農家の高齢化が進む中、遊休農地の発生防止を図りながら担

い手農家を育成するため、農地の借り手農家に対しまして契約年数に応じて奨励金を交付しながら流動化を進め、

農業経営の安定を図ったものでございます。昨年度の交付対象面積につきましては、９８．９ヘクタールがこの

対象になっております。私のほうからは以上です。 

○農村・里山担当課長 続きまして同じページ、６目の農地費についてお願いいたします。２つ目の白丸、土地

改良事業でございますけども、市単の土地改良事業に係る諸経費及び補助事業を活用しての農業施設整備であり

ます。上から９個目の黒ポツ、設計委託料８７９万９，０００円でございますけども、それぞれ土地改良事業実

施に係る調査、測量、設計業務委託料でございます。そこの設計委託料の２行目、農業体質強化基盤整備事業設

計委託料でございますけども、国の補助事業を利用して９カ所の整備工事を行った設計委託料でございます。２

つ飛ばして次の黒ポツ、パソコン等使用料９１万９，２７４円につきましては、農村整備事業設計積算システム

の使用料でございます。次の黒ポツ、重機借上料３１３万３，７９０円は、農道整備３件、水路等の土砂上げ作

業１２件の重機の借上料でございます。次の黒ポツ、農業農村基盤整備工事２，９８３万８，５８５円につきま

しては、地元要望等による農道、水路改修４５カ所の工事費でございます。水路関係の工事３６件、農道関係の

工事７件、ため池関係２件、合計４５件の工事費でございます。１つ飛んで、現物支給用資材１７６万３，４３

３円でございますけども、地元要望による資材支給でございます。水路関係の資材１４件、砕石等農道関係の資

材５件、合わせて１９件分の支給資材でございます。２つ飛んで、次の国営造成施設管理体制整備促進事業負担

金１４９万２，０００円につきましては、国営造成施設を管理する土地改良区の管理体制を整備、強化する事業
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で、国営造成施設が多面的機能を要するということで、その機能経費３７．５％分について予算内で国５０％、

県１０％、市４０％の負担割合で補助したものでございます。次の黒ポツ、県営農業農村整備事業負担金１，７

００万円につきましては、県営農道整備事業、松塩地区広域農道、アルプス広域農道の路面改良事業費に係る市

の負担分、２５％の負担金でございます。全体事業費としては５億４，０００万円かけて３，６００メートルの

路盤改良を予定しております。２つ飛んで、農地水環境保全向上対策事業補助金５６万６，０２４円につきまし

ては、地域の農地、農業用水の保全と質的向上を図る共同活動を支援する事業で、国が５０、県２５、市も２５

の負担割合により、取り組み面積に応じて活動団体に補助金を交付したものでございます。塩尻市においては、

平成２０年から上西条区、平成２１年度から下西条区において取り組みをしております。１つ飛んで、土地改良

事業地元負担金等軽減補助金８，５７６万６，７３６円につきましては、土地改良事業実施のため改良区等が借

り入れしました農林漁業資金の償還について助成したものでございます。昭和６２年から平成２３年の借り入れ

分７５件分について償還の助成をしたものでございます。次の黒ポツ、農業農村整備事業補助金８０万円につき

ましては、改良区、中信平右岸土地改良区でございますけども、が施工する特定農業用かん水路等特別対策、石

綿管の改修事業でございますけども、その事業に対して補助金を交付したものでございます。 

次の白丸になりますが、減渇水対策施設維持管理事業でございますけども、国鉄塩嶺トンネル及び中央道塩尻

トンネルによる減渇水対策の施設の維持管理費の経費でございます。送水機場が２カ所、揚水機場が４カ所、中

継機場、ポンプでございますけど２カ所、ため池が１６カ所、計２５施設の稼働及び維持管理に要する経費でご

ざいます。３つ目の黒ポツ、営繕修繕料につきましては、管路施設の修繕５件分でございます。続きまして１６

６、１６７ページをお願いいたします。１つ目の黒ポツ、送水管理委託料４４３万７，３００円につきましては、

市の水道事業部へこのポンプ施設の運転管理を委託したものでございます。１つ飛んで次の黒ポツ、水利調整委

託料３０１万７，０００円につきましては、この減渇水施設のため池の水利調整の委託料でございます。北小野

地域につきましては北小野地区水利組合協議会へ、東地区につきましては塩尻市東土地改良区へ委託したもので

ございます。一番下の黒ポツ、施設整備工事費７１４万円につきましては、東山揚水機場のポンプの改修を実施

したものでございます。 

次に、７目の農村公園管理費をお願いいたします。農村公園管理費２３８万１，１３８円につきましては、市

内の農村公園、また本山の野営場、計４カ所の施設維持管理諸経費でございます。６個目の黒ポツ、農村公園指

定管理料６１万４，０００円につきましては、それぞれ入田川農村公園は上田区に、堂平農村公園は上小曽部区

及び下小曽部区に、牧野農村公園は牧野区に、本山の野営場は本山区への指定管理料でございます。その次の黒

ポツ、農村公園管理委託料１２１万１，３８０円につきましては、日出塩の桜ノ岡公園の日常管理委託料と樹木

等の剪定作業委託料でございます。 

続いて、８目の土地改良施設維持管理適正化事業費をお願いいたします。土地改良事業維持管理適正化事業は、

国３０％、県３０％の補助金と事業実施のための５年間の積立金により、ポンプ施設などのオーバーホール、補

修を行い、施設の機能保持と延命を図る事業でございます。平成２４年におきましては、勝弦揚水機場の水中ポ

ンプ２台の改修を実施しました。その下の設計委託料が８１万９，０００円、それからポンプ施設維持工事費が

９５６万５，５００円でございます。あとは、３つ目の黒ポツ、維持管理適正化事業負担金につきましては、こ

の５年間の積立金の負担金でございます。市が施工するものについては１０件、また改良区施工によるものが６



11 
 

件でございます。 

○農林課長 それでは、同じページの２項の林業費１目林業総務費から引き続きよろしくお願いいたします。ま

ず２つ目の丸になりますが、林業被害防止対策事業諸経費４１６万４，７５０円につきましては、カモシカの食

害対策、またマツクイムシの予防対策、それから野生鳥獣等の被害防止対策を実施した事業でございまして、特

に一番上のポツの臨時作業員賃金６２万４，０００円につきましては、５月から９月の５カ月間に月２回、マツ

クイムシの早期発見のための監視活動に対しての賃金でございます。早期発見をいたしまして伐倒処理をしてい

くという形でございます。それから、その次のポツになりますが、カモシカ食害対策事業委託料８５万８，００

０円につきましては、カモシカによりますところの、植林をしたところ、またマツ、特にヒノキ、サワラ等が食

べられるわけでございますけども、その辺のところの文化庁の許可を得まして、猟友会に委託をいたしましてカ

モシカの個体数調整を行うという形でございまして、平成２４年度は、１３頭を個体数調整をさせていただきま

した。それから、その次のポツになりますが、森林づくり推進支援金事業委託料につきましては、特に県の森林

づくり県民税を活用した事業でございまして、松林の被害予防委託料８件をさせていただきました。これは、マ

ツの枯損木、先ほどございましたがマツクイムシ等の、またはマツクイムシに似た感じで松枯れがあった場合は

伐倒処理をいたしまして処理をしていくという形の中で、平成２４年度は９２本のマツの処理をさせていただき

ました。そして、その下の段の鳥獣被害防止緩衝帯整備事業委託料９４万５，０００円につきましては、先ほど

申し上げました有害鳥獣の対策の中の生息地の環境整備という形の中で、いわゆる、けものの出て来ない環境づ

くりということで緩衝帯を整備をさせていただきまして、２４年度は南内田の山麓線沿いを４．２７ヘクタール

の除間伐をいたしました。 

それでは、ページをめくっていただいて１６８、１６９ページをごらんいただきたいと思います。２目の治山

林道費５４３万１，７５４円でございますが、治山林道事業につきましては、地元要望によるところの林道整備、

また山のですね、災害防止のための治山事業の維持管理を行うものに対して事業費を捻出したものでございまし

て、主なものといたしましては、下から２番目の市単治山工事５カ所になりますが、平成２４年度におきまして

は、片丘南部線、それから東山、それから洗馬等のそれぞれ林道等に置く丸太柵ですとか、のり面成形等で支出

をさせていただいてございます。 

それから、次の３目の造林費３，８８５万７，３４３円でございますけども、一番上の丸の森林等整備維持管

理費３，８８５万７，３４３円につきましては、決算資料の６８ページの下段もあわせてごらんいただければと

思います。この事業につきましては、健全な森林整備の維持管理を図り、また植栽、除間伐等を行う中での保育

事業を行って豊かな塩尻市の森林造成、また水源涵養等の多面的機能の増進を図っていくという事業でございま

す。具体的には、６番目のポツになりますが、市有林施業委託料９２１万９，０００円につきましては、本市市

有林が約１，５００ヘクタールのうち、２４年度は約１１ヘクタール、片丘及び東地区の森林を整備をいたしま

した。また、８番目のポツになりますが、森林造成事業委託料１，６５６万９，０００円につきましては、平成

２１年度に指定を受けました楢川地域の森林整備保全重点地域の森林の整備といたしまして公的森林整備事業を

導入いたしまして、約５８ヘクタールの間伐整備をいたしました。また、次のポツになりますが、市民の森づく

り実行委員会負担金１９万７，７３９円につきましては、７月の２０日の日に国有林の白川で市民８０人が参加

いたしまして、市民の森づくりの植林作業等を行いました。また、その次の森林整備地域活動支援事業交付金４
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２９万円につきましては、国・県が４分の３、市が４分の１の助成をいたしまして、平成２３年度の法制改正に

伴うところの森林経営計画の作成、さらには施業の集約化を促進するための推進費ということで、平成２４年度、

経営計画が３件、全体で２６０ヘクタール、それから集約化への取り組みが５件、６０ヘクタールが集約化され

たということで事業が推進をしてございます。それから、その次のポツになりますけども、森林環境保全直接支

援補助金６２３万５，０００円でございますが、これは面的にまとまった計画的にですね、行う搬出間伐、また

森林施業、作業道の整備等を、国・県から１０分の７を助成を受けて実施するものでございまして、２４年度、

森林整備が７件、約６０ヘクタール、それから作業道の整備が２．７キロを整備をすることができました。その

次のポツになりますが、ふるさと森林整備補助金７５万４００円につきましては、市単で行いますところの、国、

県の事業とはちょっとそぐわないというような森林整備に対しまして、市が単独で１０分の４の助成をするもの

でございまして、平成２４年度は１５件、約１８．８ヘクタールの整備ができたという状況でございます。以上

でございます。 

○委員長 この際申し上げます。ちょっと早いんですが、１１時１０分まで休憩といたします。 

午前１０時５８分 休憩 

―――――――――――― 

午前１１時０９分 再開 

○委員長 おそろいですかね。それでは、休憩を解いて再開をいたします。 

 それでは、４款、５款、６款の質疑を行います。御質問、御意見がありましたらお願いします。 

○丸山寿子委員 １５５ページの職業訓練校運営諸経費のところで、それぞれ塩尻高等職業訓練校とそれから木

曽高等漆芸学院、それぞれの利用者と言いますか、技能の修得で参加された人数ついて教えていただきたいんで

すが。 

○商工課長 職業訓練校の関係でございますが、昨年度、普通課程木造建築の関係、これ３カ年になりますが、

３年生が４名でございます。また、配管科、同じく普通課程の配管科がございまして、１年生が３名、２年生が

４名、合計７名でございます。したがいまして、現在、配管科の２年生が３名というような状況でございます。

あと、一般課程につきましてはパソコンですとか、着付け教室等ございまして、６科目でございまして、前期、

後期合わせまして２７５名の受講者でございます。 

 あと、木曽高等漆芸学院の関係でございますが、漆器科が２２名、デザイン科が９名、合計３１名となってお

ります。 

○丸山寿子委員 それで、塩尻高等職業訓練校が閉校というか、そういう中で、それの年次的な予定と、それか

ら普通のほうの課程に来ている皆さんの今後についてどんなふうになっていくのか、お聞かせください。 

○商工課長 職業訓練校の関係でございますが、今後また議会の皆様にもお諮りしてという形で予定はしており

ますが、現段階では、１２月の議会におきましてまず職業訓練校の廃止というようなことで、条例廃止というよ

うなことをさせていただきたいと思っております。今後、その処分をどういった形でしていくかというようなこ

とでございますが、これにつきましても、年明けましてですね、２月中くらいまでには処分、公共用地の処分審

査委員会等を通しまして財産の処分についての検討をしてまいりたいと思っておりまして、２月の議員全員協議

会にお諮りいたしまして財産の処分に対する御意見、御協議いただきたいと思っておりまして、現在指定管理を
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しておりますので、３月をもちまして指定管理の解除というようなことでございます。 

年が明けまして、こちらのほうの訓練校の決算、また組合の解散というようなこともございますので、県の担

当者とも今調整をしておりますけれども、本年度は、職業訓練校のですね、土地また家屋につきまして評価をさ

せていただいて、なおかつ、境界等もですね、隣接の地権者の方と立ち会いをしていただきまして正確な面積を

把握して、そういった処分というような形にもっていきたいというように考えております。今後の利活用につき

ましては、また今後、相手先も含めましてですね、お諮りをしながらというふうに考えております。 

○丸山寿子委員 生徒と言いますか、訓練校の学生に対する。 

○商工課長 済みません、もう１点御質問がございました。一般課程につきましてでございますが、パソコン教

室ですとか着付け教室、あと和裁、日曜大工、中国語講座、簿記等もございます。民間のですね、カルチャー教

室等もございますので、そういったところとの関連もございますので、そういった民間のですね、中の状態を圧

迫しないというようなこともございます。ただ、和裁につきましては、これは２年間の講座でございまして、今

後継続をしていきたいというような先生の意向もございまして、今のところですね、勤青ホームの２階の和室を

使って継続をしていきたいというような御意向があるようです。あと、パソコンにつきましては、現在訓練校の

パソコンはですね、古くてもう買いかえをしなきゃいけないというような時期がございますので、それにつきま

しては、一般のパソコン教室もございますし、市でもパソコン教室を実施しておりますが、そういったところを

ですね、受講者の方の意向もございますが、民間のパソコン教室あるいは市でやっておりますパソコン教室、え

んぱーくでもやっておりますが、そういったこともございますので、それにつきましてまた意向を聞きながら、

支援ができるところからですね、やってまいりたいと思っております。 

○丸山寿子委員 今、一般の課程のほうの御説明だったんですけど、普通課程のほうは影響しないのか。どうし

ても小売店が生き残っていかれないように、職人もなかなか生き残っていかれないというような状況の中で、職

人も減っていく傾向にどうしてもあるわけなんですけど、その辺についてお願いします。 

○商工課長 実情がですね、ここ何年か普通課程のほうを運営してまいりました。実情がですね、なかなかこう

いった景気の中で新しい社員の方がなかなか入らないというような状況がございまして、これまで何とかこの会

を維持していかなきゃいけないということで、役員の皆様の企業からですね、施設を出していただいて運営して

きたというようなことでございます。今後はですね、そういった新しい社員の方がなかなか入らないというよう

な状況もございますけども、ＯＪＴと言いますか、仕事の中で技術を磨いていくというような方向で現在取り組

んでまいっておりまして、特に影響はないというようなこともお聞きしております。この職業訓練校を受けまし

てもですね、そういった資格が取れるというようなところではないものですから、松本の技術専門校ですとか、

そういったところへですね、また入っていただいて技術を修得していただく方はそういったこともあろうかと思

います。あと、木造建築の関係につきましては既に今年度から受講者を募集停止いたしまして、現在はどなたも

いらっしゃらないというようなことがございまして、組合のいわゆるひとり親方の方についてですね、技術を修

得していくというような形で対応はできるというようにお聞きしております。 

○丸山寿子委員 長年、過去においては職人の人たちの中でも学校を運営してきたというような歴史もあります

けれども、またそういった職業につく人たちにとっての、何ですかね、道筋と言いますか、そういったことの御

案内もしていただきまして松本のほうの技術訓練校ですか、また御案内もしていただきたいというふうに思って
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おります。 

 ちょっと別のところでお願いしたいんですが、１５３ページです。先ほど労務事務諸経費の中で技能五輪の大

会について激励金のところですけれども、この１０月に行われた大会の７名と、それから障害者の関係の大会の

３名は、これ全部市内の方というふうでよろしいわけですね。 

○商工課長 市内に住所がある方とですね、市内の事業所に勤めていらっしゃる方ということです。 

○丸山寿子委員 先ほど課長のほうからもお話ありましたけれども、障害者のほうの大会でいい成績を収めた方

が市内企業へ就職できたという話は私も聞いてまして、そしてまたさらにですね、仕事がマッチングするように

非常に会社の中で配慮をしていただいているという話も聞きました。最近は、今までわからなかった障害、身体

障害だけでなくて発達障害ですとか、いろいろわかってきたわけなんですが、そういったことはやはり会社側と

いうか企業側も理解を示していただくことが非常に大切で、それが長続きすることにつながるというふうに思っ

ています。産業カウンセラーが置けるような大きな会社ならいいんですが、そうでない会社の皆さんに対しても

御理解いただけるような、何ですかね、そういった内容のお話をしていただくとか、あるいは、ちょっと方向違

いますけど、例えば男女共同参画のワークライフバランスなどの事業についても、商工のほうでも一緒に連携を

取って開催を手伝っていただいたりしているわけなんですけれど、そういった障害者枠のほうの配慮、ハローワ

ークもなんですが、そういったところへのそういった働きかけについてぜひお願いしたいと思うんですけど、そ

の辺についていかがでしょうか。 

○商工課長 今御指摘ございましたように、男女共同参画だけでなくてですね、商工のほうでもですね、ワーク

ライフバランス含めまして取り組んでまいっております。特に県のですね、中信労政事務所とですね、連携いた

しまして、各企業の労務担当者の皆様、また経営者の皆様を対象といたしましたそういったセミナーですとかを

開催をいたしておりまして、やはり経営者あるいは労務担当者のですね、そういった理解がないとなかなかこれ

は進んでいかないというようなことは認識しております。そういった中で、先ほども申し上げました１名の方が

市内企業に就職できたというようなことでございまして、そういった会社のですね、そういったワークライフバ

ランスに関する理解、また取り組み、こういったものが重要かと思いますので、今後も継続して取り組んでまい

りたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○委員長 よろしいですか。 

○丸山寿子委員 あと１件だけ。 

○委員長 それじゃ、手短かにお願いします。 

○丸山寿子委員 済みません。発達障害もようやくわかってきて、それで今、市のほうでも元気っ子とかで、よ

うやく今度中学につなげるというような段階なんですが、二、三十代で今非常に中途半端と言いますかね、どち

らにも就職にもつけないで、ようやく自分の障害がわかってきたというような人たちが大勢います。ですので、

ぜひ、今、課長がおっしゃったように、さまざまなセミナーありましたら、広く広報していただくようお願いを

したいと思います。以上です。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

○永井泰仁委員 １６３ページの農業者の戸別所得補償制度推進事業補助金の８５１万２，０００円ですが、こ

れの具体的な補助金の支払先と、それから各戸へのこの補助金やなんかの口座へ入る流れというか、スキームは
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具体的にどのような形で口振になるのか、お願いいたします。 

○農林課長 農業者戸別所得補償制度の推進費につきましては、塩尻市の農業再生協議会がございまして、それ

が各地区に設置されてございます。その８００万円余をですね、それぞれ各地区に分配をいたしまして、その事

業費として捻出をさせていただきながら活用していただいているという形でございます。それから、戸別所得補

償制度の国からのいわゆる支援金につきましては、先ほど申し上げましたとおり、水田にですね、麦、ダイズ、

米粉、飼料用作物等をつくった場合、いわゆる価格がですね、非常に恒常的に下回ったという場合に対して差額

が支給されるわけでございますけども、それにつきましては、国から直接農家のほうに、面積ですとか、出荷数

量によるんですけども、数量に応じて農家のほうに繰り入れていくというような形になってございます。塩尻市

の会計のほうは通過せずに、直接農家のほうに入金になるという形になってございます。 

○永井泰仁委員 それで、今、農家もですね、利益が出なくて補助金やそういうのがようようにして農家の利益

なんて話も、極端な話も聞くわけでありますが、この戸別所得補償制度そのものもいろんな議論が出ていると思

いますが、実際に農政のほうを担当されてこの戸別所得補償制度というのは、今の制度を持続していったほうが

いいのか、あるいは、大きいところは大きいなりに、小さいところは小さいなりとか、いろんな議論も出ている

ようですが、どんなふうに農政課長としては考えていますか。 

○農林課長 戸別所得補償制度、本年度から経営安定対策事業という形で名称が変わりました。それで、報道等

によりますと、２６年度からは法制化すると。新しい法律を立ち上げてというような形で国のほうは動いている

わけでございますけども、これにつきましては、従来ですね、標準的な生産費と、過去７年間のいわゆる生産に

かかる経費と、それからここ３年間のですね、標準となる、何と言いますかね、価格取引の金額との差異につい

て支給されてきたというのが今までのスタイルでございますけども、今後このような事業、当然直接支援であり

ますので、農業の体質強化という部分では非常にいい事業ではあるとして受けとめておりますけども、今後、で

きればこういった水田と言いますか、国の戦略作物ばかりではなくて、本市で行っているような加工ブドウの価

格が低迷したような場合とか、そういったものまで拡大できるような事業として取り組んでいただければなとい

うのは思っておりますし、また、この制度自体も大規模化というものを目指している部分もございます。これは、

こればっかりではないんですけども、人・農地プランも含めて農地を大規模化して、オーストラリアですとかア

メリカと対抗できるような農業政策というのが、今、国も考えられておりますけども、それだけでは決して塩尻

市の農業は支えられないだろうと思っておりまして、そんな意味でも中小零細の農業もきちんと今後は生き残っ

ていけるような、そういった農業の振興を図らなくてはならないと思っておりまして、そんな意味でも農業再生

プロジェクト事業をですね、いっそう加速化していく必要があるとふうに考えてございます。以上でございます。 

○永井泰仁委員 大体方向性はわかりましたが、国の方向は、今まで大規模集約化というような形できているけ

れども、塩尻の場合には兼業農家が多くて、国で言っているような大規模なやつを即塩尻へ持って来てもだめだ

ということを市長もかねがね言ってるところですので、塩尻に本当に適したですね、規模にしてもそうだし、国

の方向は方向として理解しつつも、塩尻独自のね、ある程度の持って行き方というのも、農政はどうあるべきか

というのをしっかりとまた方針なんかをね、充実してもらうことのほうが大事じゃないかということを常々感じ

てますんで、また農業会議、関係会議等でね、その辺ところを少し、塩尻のあり方を、独自のですね、また研究

してほしいなというふうに思います。要望で結構です。 
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○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

○中村努委員 同じページの農業経営体育成支援事業についてですけど、決算説明資料の６６ページ、認定農業

者についての課題がここに書かれていて、国・県の農業政策からの認定農業者ならではのメリットが減ってきて

いるということ、それから、目標値を目指すために個人向けの取り組みを考える必要があるというふうに書かれ

ているんですが、それぞれ具体的にどういうことなのか、ちょっと御説明いただきたいと思います。 

○農林課長 認定農業者につきましては国の制度で認定をさせていただいておりまして、考え方といたしまして

は、農業経営のスペシャリストがですね、意欲ある農業者を中心に農業経営改善計画というのを、５年間の農業

経営改善計画というのを策定をいたしまして、それを市に提出をしていただいて、その計画に対して塩尻市長が

認定をしていくというのが認定農業者制度でございます。それによりまして、国のスーパーＬ資金というような、

メリットいたしましては、そういった資金の借り入れができます。法人においては、法人も認定農業者という形

でなれるわけでございますけども、そうした場合は、金額的には２億円ですとか、個人においては１億円でした

ね、ちょっと今あれないですけども、くらいの融資が受けられるような、そういった制度であります。今回、人・

農地プランの中で改善がされまして、この認定農業者が認められた場合は無利子の融資が受けられるというよう

なですね、そういった制度もあるんですけども。そうは言いましても、現在、そこに示してございますとおり、

２６９人が、塩尻市、認定をさせていただいてございまして、過去には４００人を超える認定農業者の方がいら

っしゃいました。それが年々いわゆる改善計画を出しながら、もうやめたという形で減ってきてるという状況な

ものですから、５年ごとに認定農業者が減ってきているというような形なんですけども。そんな形の中で、認定

農業者だからいろいろな新しい支援が受けられる、または、技術的な部分で向上できるような対策をですね、国

からやっていただけるような、例えば技術向上のための研修会を認定農業者向けにやっていただけるような、そ

のようなことがどんどんどんどん行われて来ればですね、もっとふえていくなあというふうに思っております。

以上でございます。 

○中村努委員 そうすると、国にそういうメニューというものがないとすると、市単独で個人向けの取り組みと

いうのを考えていかなきゃいけないという捉え方でもいいですか。 

○農林課長 そのとおりでございまして、市独自でもですね、この認定農業者の育成というのは、ある意味では

これから農業を中核的に担っていただく部分でございますので、決して男女問いませんし、年齢も問わないよう

な制度でもありますので、ぜひこれからも認定農業者がふえるような施策というのは必要だというふうに思って

おります。 

○中村努委員 それは何かの計画で、年度を区切って進めていくという考え方はありますか。 

○農林課長 ちょっと具体的にはですね、今のところこれという形では、今進めてないんです。と言いますのは、

実は今現在、人・農地プランで地域の中核となる担い手に農地集積をしていきましょう、また地域の人が、この

人を俺たちの村の将来を、農業を担っていく人だという形の中で地域で認めていくような、そういったような動

き方が、国がちょっと強いものですから、どちらかと言いますと、認定農業者を持っているから地域では俺が中

核農家だっていうようなのが、少し、若干今、国の制度として薄まってきちゃっております。そんなような位置

づけの中で、本来この市の農業、またいわゆる本来の地域農業を担うべきものといたしまして認定農業者制度が

ございましたものですから、今後もですね、この辺のところはきちんと市としては位置づけていかなくてはなら
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ないというふうに思っております。 

○中村努委員 思いはわかるんですが、なかなか具体策が見えて来ないということですので、しっかり計画の中

に目標年度も入れてですね、目標者数もしっかり決めて具体的な取り組みをされるように要望します。 

○委員長 いいですか。ほかにありますか。 

○金子勝寿委員 １６１ページの中山間地域等直接支払事業の中で１８区という御説明があったんですが、この

中の交付金のいわゆる報告等、領収書、いわゆる監査に関しては、例えば飲食等に使ったりとか、その辺、支払

い基準等含めてどんな形でチェックしているのかということと、２点目、地区はいわゆる中山間地域の指定の中

の範囲の中で、いわゆる手を挙げたところ等だと思うんですが、その辺、同じ地区で毎年もうやっていればいい

のか、それとも新しい地区の、いわゆる手を挙げたり、ここ過去５年くらいやってるんですかね、これ。その中

で地区の出入り、１８区ずっとなのか。２点お願いします。 

○農林課長 この中山間地域直接支払の交付金につきましては、国の制度といたしまして平成１２年から実施し

ておりまして、現在が３期対策という形になってございます。それで、塩尻市も早速取り上げてきたんですけど

も、一番は、交付金が交付されまして、それの使い道なんですけども、おおむね半分くらいは地域活動で、そし

ておおむね半分くらいは自分の生産活動にという形の中で交付されておりまして、その辺の活用は、何が何でも

５０対５０じゃなきゃいけないというような表現ではなくて、若干あやふやな部分もございます。それで、きち

んと支出に対して確認をしているのかという話でありますけども、これにつきましては、ここでも年度中途で一

度ですね、各地区を公民館等で訪問をさせていただきながら、経理関係を確認をし、一番最後に決算書を出して

いただくときに合わせて、もう一度決算状況について確認をしているという状況が実情でございます。以上でご

ざいます。 

○金子勝寿委員 例えば農機具を購入したりとか、その辺にはこれは充てることはできないということですかね。

いわゆる交付金の支出の会計基準の中で農機具等を買ったりということがあるのかどうかということと、２点目

のいわゆる地区ですね。１８区というお話でしたが、その地区について１２年から途中でやめたりですね、また

新規で入ったりというところ。逆に、何を聞きたいかというと、ずうっと１８区なのかなというところなんです

が、２点お願いします。 

○農林課長 中山間地域事業につきましてはですね、保全活動、いわゆる中山間地域の農地を保全していきまし

ょうという活動なもんですから、農機具というよりも共同作業という部分に対しての助成が中心になっておりま

す。 

○金子勝寿委員 地区のいわゆる増減等、同じ地区だけに１２年からずっとやってるのか、少し経過を教えてい

ただければありがたいんです。来年予算を組むときに、どういう効果があったかを見るときの指標をいただきた

いんです。後でもいいです。 

○農林課長 済みません、ちょっと過去の経過のやつ、今、手元にないものですから、ちょっと調査させていた

だいて答弁させていただきます。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

○牧野直樹委員 １６９ページ、森林等整備維持管理費の中の市有林施業委託料９２１万９，０００円とありま

すが、こちらの工事請負費等明細書の中の６２ページ、それを見ますと８６１万円という数字の差が出てますが、
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その内容を１つ、それから、その下の整備地管理委託料１２６万円とありますが、１６９ページの、その１２６

万円が先ほど言った６２ページのほうの中にはないですけど、それを教えてください。 

○農林課長 済みませんです。今のお話の中で、お手元の委託料のほうの８６１万円と、決算書の記載をさせて

いただいてございます９２１万９，０００円の市有林施業委託料の差、おおむね６０万円余の差があるわけであ

りますけども、これにつきましてはですね、１つといたしまして、この６０万円の内訳といたしましては、年間

市有林の中を回りますと、伐倒、いわゆる木が倒れたりですね、また林道に、何と言いますか、除間伐をするま

では至らないような森林の簡単が整備がありましてですね、それが６０万円に該当いたします。ここの８６１万

円につきましては市有林の業務を委託いたしまして整備をしたもの、おおむね１１ヘクタールになりますけども、

これを整備したものが８６１万円で、残りの６０万円につきましては、今申し上げましたとおり、いわゆる作業

道等の伐倒したような細かな委託がずっとあって、それを積み重ねて６０万円となっているという状況でござい

ます。 

 それから、１２６万円の整備地管理委託料が委託料のこの明細のほうに記載されていないという御指摘でござ

いますけども、これにつきましては、実は平成１８年から２２年まで宗賀地籍にですね、森の里親制度という制

度がございまして、その制度に基づきまして森林環境保全基金にですね、繰り入れをいたしましておおむね事業

実施を２２年までしてきた経過がございます。その事業が継続されて、平成２４年度は７ヘクタールほど森の里

親制度を活用した事業を実施したということでございまして、基金への委託という形なものですから、ちょっと

ここに掲載するにはふさわしくないかなという形で載せてなくて、大変申しわけございませんけども、そんなよ

うな形でお願いしたいということでございます。 

○牧野直樹委員 基金って何の。今の里親基金はわかるけど、その基金へ何を委託しただい。 

○農林課長 基金に委託したということ。済みません、ちょっと今調べておりますが、基金に繰り入れを今まで

してました。同じような仕組みの中で森林整備を行ったという形の中で、森の里親制度のこの制度を活用した事

業という形だもんですから、ちょっと委託料にちょっとそぐわないというような判断で載せなかったということ

でございますけども。ちょっと詳細な部分が今、手元にないものですから、もうちょっとできればお時間いただ

いて調べさせていただければと思います。 

○牧野直樹委員 基金に委託したとか、委託料でここに載ってるもんで、何か事業を委託したのか、基金にその

ままお金を積み立ててそれを委託料という名前で載せちゃったのか、それはそちらのミスだったのかね、俺らに

わかっちゃったで。そこらをはっきりさせてもらう。これは宿題であしたまでいいで、しっかり内容を教えてく

ださい。以上でいいです。 

○農林課長 済みません。事業内容はですね、森林の整備７ヘクタールを松本広域森林組合に委託をしているも

のであります、具体的には。今の仕組みがですね、森の里親制度を活用した森林を対象としてやったという、そ

んな形でやっておりましてですね、そのお金の流れが今、手元にないものですからちょっとわからないので、大

変申しわけございませんが、ちょっとお時間いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長 よろしいですか。それじゃまた後日、あすお願いします。ほかにありますか。 

○永井泰仁委員 今の関連といいますか、造林費でございますが、１６９ページの財産区の繰出金の金額は大し

たことないですが、１６万７，６００円ですが、これはどういう内容のものか説明してください。 
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○農林課長 済みません、その財産区繰出金につきましては、上の段にですね、ふるさと森林整備補助金１５件

とございますが、これと同じ事業の内容でございます。この財産区の議長が塩尻市長だものですから、塩尻市長

が同じ塩尻市長に補助金を出すということは好ましくないということで指摘がございましたものですから、財産

区に対しましては、ふるさと森林整備事業は繰出金という形で捻出をさせていただいているという形でございま

す。 

○永井泰仁委員 これは北小野、宗賀、洗馬とありますが、どこの財産区へどのくらいの面積を造林するという

ことで出したのか。 

○農林課長 済みません、その件もちょっと今データがですね、手元にないものですから、ちょっと調べさせて

いただいて答弁させていただきます。 

○委員長 よろしいですか。それも、それじゃ、あした一括してお願いします。ほかにありますか。 

○中村努委員 １６３ページの農産物域内流通実証事業委託料ですが、大きな成果があったということで、この

ままこの学校給食の地産地消のためにこのシステムっていうのは活用されていくというふうに考えてよろしいで

すか。 

○農林課長 はい。農産物の域内流通ネットワークの構築という御質問でございますけども、これにつきまして

は、先ほど申し上げましたとおり、平成２４年度は学校給食を１つのマーケットとして見立てさせていただいて、

とにかく学校給食に市内産のものを流通させていくというようなことに取り組みさせていただきました。本年度

は、塩尻市のスーパー等へですね、塩尻産の地元産のものを入れていくような仕組みという形の中で、取り組み

といたしましては７月から地産地消フェアという形の中で、塩尻市のスーパー２店舗になりますけども、で地産

地消フェアを開催させていただいて、そこへ地元産のものをですね、ＪＡを経由してるんですけども、そこへ納

入をいたしまして、スーパーのレジを活用して物が流れるというような形でやらさせていただいております。将

来的には、塩尻市民が地元の物をなるべくとっていくという。それによって、変な話ですけど、塩尻市の農業を

消費者が支えていくようなところまでですね、どんどん持っていければなというふうに思っております。 

○中村努委員 それで、そうすると、今後学校給食への、この何て言うんですかね、要は、生産スケジュールだ

とかそういうのを配信していたわけですよね。それは継続はしないで、そちらのほうに移るということですか。 

○農林課長 学校給食の事業につきましても引き続き行っております。当然、非常に成果が多かったものですか

ら、今後も引き続き継続してさらに拡大できるようなですね、仕組みにしていきたいと思います。そんな意味で、

実はＪＡからですね、今までは農業公社に私どもといたしましては委託料をお支払いをして、そして学校給食と

いう部分について実証事業をさせていただきました。本年度からは、ＪＡが今度は経済効果が上がってくるもの

ですから、ＪＡからも委託料をいただきまして、両方でやってるというような形で今、推進をさせていただいて

ございます。要するに、コーディネーターの人件費は、市と、それからことしからはＪＡの事業も応分にあるも

のですから、ＪＡからも人件費分相当を委託料をいただきまして、それで実証事業を行っているというような形

でございます。 

○中村努委員 そのシステムがちょっとどういうぐあいか、詳しくはないんですが、そういうものが確立できた

場合、ほかへそのシステムを売るとか、そういうことは将来的に考えていませんか。 

○農林課長 今のですね、いわゆるＩＴを活用した農業生産のシステムというようなお話でございますが、それ
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については、実は昨年、両ＪＡが運営しております農事放送が来年度廃止になるのに合わせて、タブレット型の

ですね、そういったものを活用したいわゆる情報伝達の方法とあわせて、そこに私どもの考えている物流のシス

テムをですね、のっけていこうというような形で検討したんですけども、それがちょっとうまくいかなくなって、

ドコモとの関係でうまくいかなくなったという形の中で、独自の今度はいわゆる徳島県の上勝町のような、葉っ

ぱビジネスに合わせたような、あんなような仕組みも塩尻市でできないかなという形で、５人の方にタブレット

を持たせまして実証等を行った経過がございますが、これもなかなかうまくいかないということが形でございま

して。今後ですね、やっぱり年齢的に高齢者の方も多いものですから、紙ベースで出していただいたものを入力

するような支援をしながらというようなこともですね、考えていかなくちゃいけないかなというようなことで、

ＩＴにつきましては、今非常に農業を変えると言われる部分もあるものですから、積極的にＩＴを活用した農業

スタイルというのは今後も検討してまいりたいと思っておりますし、進めてまいりたいと思っております。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

○丸山寿子委員 同じところなんですが、量販店というかスーパーとの連携を図るということですが、消費者に

とってわかりやすい市内産ということの表示がとても大切だと思っています。ＪＡの名前が入っているのか、ポ

ップなどで知らせるのか、また、一つ一つに生産者の名前が書いてあるというような、そういったものを選ぶ消

費者もいると思うんですが、その辺の工夫はどんなことになってますでしょうか。 

○農林課長 それでは、実施しました担当の係長から御説明申し上げます。 

○農政係長 先ほどですね、栗山課長のほうから地産地消フェアの開催７月からという答弁がございましたが、

訂正させていただきます。６月から開催をしております。塩尻産の表記につきましては非常に重要とこちらも考

えておりまして、スーパーのバイヤー等の調整では、さらに細部に渡った表記をお願いしたいということであり

ました。例えばレタスであったら、岩垂産とか洗馬産という表記をしてもらいたいというリクエストをいただき

まして、そのとおりにですね、表記をさせていただき値札をつけて当日販売をさせていただいたというような状

況であります。ただですね、そこには１つのリスクがございまして、スーパーとしては、欠品というものは一番

大きなリスクとして考えられております。長野県産というふうにぼかすことによってですね、塩尻産のリスクを

避けるということができるということでありまして、現状としてはですね、全県から卸が引っ張ってきた農産物

を恒常的に販売するというシステムの中で販売をさせていただいておりますので、長野県産という表記はいたし

方ないという状況でありますが、現在の地産地消フェアのシステムが完成した暁には、塩尻産のものをですね、

恒常的に棚で販売するというようなことを考えておりまして、それができれば、値札にも岩垂産ですとか、ある

いは西条産といった表記が可能になるかと思っております。また、そうしたほうが消費者に対するアピール度も、

現状では非常に高いものというふうに判断しております。 

○丸山寿子委員 あとですね、それから、スーパーもなんですが、市内の飲食店への働きかけというのを考えて

いるかどうか。 

○農政係長 現在ですね、事業所向けの流通も実は開始をしております。市内のですね、ちょっと個別の名前は

申し上げられませんけれども、仲卸さんと連携をいたしましてＪＡを通して物を少しずつ流し始めました。そう

いった事業につきましてはですね、既存の流通システムに逆行するような部分もございまして、現在どんな課題

があるのか検証している状況です。 
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○丸山寿子委員 もう一度お願いします。あと、たくさんの量のところはもちろん大切なんですが、市内のお店

の中にも塩尻産の野菜を使った料理だということを、その日のメニューに書いて提供するですとか、そういった

工夫も市内産の野菜のおいしさを市民、あるいは市外から来る人へのアピール、塩尻産の野菜がおいしいという

ことのアピールにつながっていくというふうに思いますので、その辺もまた工夫していただけたら、ほかと連携

していただけたらということと、それから、定期的に夕市というようなことをやっている中で農業者との触れ合

いがあって、どのように調理して食べるかということを教えてもらえることで非常にまた購買が上がっていると

いうのを目にしておりますので、そういったこともさらに活用していただけたらと思います。要望で。 

○委員長 要望でよろしいですか。 

○丸山寿子委員 はい。 

○委員長 ほかにありますか。 

○西條富雄委員 私からちょっと手短に２つほど質問させていただきます。１６７ページ、農村公園管理委託料

でございますが、委託先はどちらへ委託されているか、ちょっと知りたいんですが。 

○農村・里山担当課長 日常業務のほうはシルバー人材センターへ、それから、桜ノ岡公園管理業務、剪定作業

でございますけれども、松本広域森林組合のほうへ委託しております。以上でございます。 

○西條富雄委員 なぜ聞いたかと言いますと、市民からですが、平沢それから桜沢、日出塩の桜の勢いがですね、

年々落ちてきて、これ、剪定間違えてるんじゃないかって御質問いただいたものですから。剪定の方法もちょっ

と調べてもらいたいと思うんですが、やはり木の勢いを落とさないように剪定してかなきゃいけないっていう方

法があるらしいんですが、で、そんな質問をしました。ぜひお伝えをしてください。 

 続きましてもう１個は、前のページへ戻ります。１６３ページ、農業再生プロジェクト推進事業のネットワー

ク会議会員、この会員様は何人くらいいらっしゃるんでしょうか。教えてください。 

○農林課長 現在、ネットワーク会議のいわゆる報酬としては１０人分でございますけども、このネットワーク

会議は２９団体で構成をされてございまして、各団体からそれぞれ１名ずつ出ていただければ２９人になるわけ

でございますけども。そのような形の中で、それぞれ事業を展開をさせていただいて、特にこのネットワーク会

議が農業再生プロジェクトの一番もととなる事業展開の全体像を見ていただいているという形でございます。 

○西條富雄委員 それで、１回開催とありますが、記憶ではもう少し開催する予定だったようだと思うんですが、

その辺のこれからの計画についてはどうでしょうか。 

○農林課長 ネットワーク会議といたしましては年１度という形なんですけども、この下にワーキンググループ

がございまして、先ほどからお話しいたしましたような域内流通ネットワークですとか、レタスの海外輸出みた

いなところのグループもですね、それぞれ３つのグループがございまして、それで進めているという状況でござ

います。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

○金子勝寿委員 １６５ページの土地改良事業の中で、各補助金、国から来てると思うんですけど、岩垂地区補

助金というのは、これ、改良区とかのほうへ入るんじゃなくて区のほうへ入るのか、その後、もしくは、例えば

中信平で一緒にやっているから、またそちらのほうへ補助金がさらに行くのか。ちょっとこれ具体的に。毎年予

算でも計上されているんですが２５万円、これどこへ、どういう目的で補助金が行って、どういうふうに最終的
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に使われているか。各種、土地改良区のほうへ行くほうがなんか自然かなと思いますが、わざわざここへ名前が

出て来ているので、どういうことですか。 

○農村・里山担当課長 補助金の支払先はですね、地元組織のほうへですね、支払いをさせていただきまして、

その岩垂地区の推進のために、事業の推進のために使用していただいております。改良区ではございません。 

○金子勝寿委員 これは私の感覚をお話しして、いわゆる改良区等がある中で、この岩垂地区という狭い限定し

たところへ補助金を出すのは何か特定的に目的があるなら非常にわかるんですが、そうじゃなくて、これ２５万

って毎年予算で計上してあるっていうことは、特にここだけ何かほかの地域と違って手厚くしなきゃいけないと

か、そういった理由があるのか、もしくは法的に岩垂地区だけ特別に補助金等を出さなきゃいけない理由がある

のか、その根拠を説明していただければ、納得して終わります。 

○農村・里山担当課長 岩垂地区はですね、県営で岩垂原の事業をやってございますので、その推進のための組

織へ交付をしているということでございます。県営事業で現在岩垂原のかんがい排水事業を実施してございます

ので、対象が岩垂地区になっているわけでございます。 

○委員長 よろしいですか。 

○金子勝寿委員 １５３ページの一番下、若者就労サポート事業委託料ということで、実績等、先ほど説明が会

ったんですが、具体的に市内でいわゆるニートの数とかですね、その辺の把握ができた上で事業をこれくらい実

績ということが少しあれば、数字とか。その中で、やった回数と実績は十分わかったんですが、全体的の中でど

のくらいなのかというのを少し把握したりして事業をやっていただければなと思います。その辺、数字とかあれ

ば教えていただければ思いますが。 

○商工課長 今の御質問でございますが、特に塩尻地域でですね、何名というような数字は把握できておらない

実情でございます。ただ、ハローワークの関係ですとか、いろんな県の関係ですとか、松本地域と全体としてど

うかというようなことが、また把握できてるところは確認させていただきたいと思っております。ただ、このや

はりニート、フリーターの関係につきましてはいろんなケースがございまして、なかなか御本人がですね、そこ

へ出向くとか相談に来るというようなこともあるでしょうが、やはり、親御さんと言いますか保護者の方がです

ね、心配されて御相談に来るというような、いろんなケースがございまして、現時点ではそういった御相談に来

られる皆様方を対象にした活動しか、現時点では行っていないわけでありますが、本年度、勤青ホームを含めま

してですね、ホームページまたツイッターですとか、そういった紙ベースのＰＲ等もさせていただく中ですね、

幅広くそういった方たちに声が届くような形で事業展開をしてまいっている状況でございます。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

 ないようでございますので、４款、５款、６款にかかわる質問については締めたいと思います。この際、申し

上げます。午後１時５分まで休憩といたします。 

午後０時０４分 休憩 

―――――――――――― 

午後１時０５分 再開 

○委員長 それでは、休憩を解いて再開いたします。次に進みます。７款商工費を議題といたします。 

○農林課長 恐れ入ります。先ほど永井委員さん、それから牧野委員さんから御質問ありましたことにつきまし
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て、冒頭申しわけございませんが、お時間いただいて御説明させていただきます。 

 最初に、永井委員さんからお話がございました１６９ページの財産区繰出金１６万７，６００円の内訳につい

てということでございますが、２カ所、洗馬財産区、北小野財産区にそれぞれ繰り出しをさせていただいてござ

いまして、洗馬につきましては獣害防止のための森林整備、約０．７ヘクタールでございますが、これについて

繰り出しをさせていただきました。また、北小野財産区につきましては、除伐ということで３．５ヘクタールを

実施をいたしました。事業費につきましては、洗馬につきましては２万６，８００円、それから北小野につきま

しては１４万８００円という形で繰り出しをさせていただいてございます。 

 それから、次に牧野委員さんからお話がございました整備地管理委託料１２６万円が明細書のほうに掲載され

ていないということでございますけども、これにつきましては、この工事請負費等明細書の作成の方法といたし

まして、委託料が２００万円未満のものは掲載しないと。ただし、工事関係の委託については、金額にかかわら

ず掲載をするという形で定義づけられてございまして、そのような形から１２６万円につきましては、２００万

円未満の委託料ということで掲載をしてなかったわけでありますけども。ただこれにつきましては、森林整備と

いう形の中で行ってございまして、内容的には、ちょっと私が先ほど基金等々の話をさせていただいたんですが、

これがちょっと私の場所がですね、掌握したものと違ったことを言ったものですから、全部訂正させていただけ

ればと思います。実施した場所につきましては、小曾部の生活環境保全林を整備をしたものでございまして、こ

れは、国の大型事業を実施した政管林と呼ばれているところでございますが、そこの道路沿いのところを下草刈

りを７ヘクタールをさせたいただいたものでございます。したがいまして、委託先を松本建設に委託をさせてい

いただいているという形でございます。 

合わせまして、その工事明細書の６２ページの一番下の段の８６１万円と９２１万９，０００円との差異につ

きましても、実はこれ契約が２本になっておりまして、６０万９，０００円が、本当はもう１個契約があったわ

けでありますけども、それが２００万円以下だったのものですから掲載しなかったということでございます。今

後ですね、内容的に特徴的な内容でございますので、掲載するような方向も検討してまいりたいと思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

○委員長 それじゃあ、商工費についてお願いします。 

○商工課長 前段、済みません。先ほど金子委員のほうからですね、ニートとフリーターの件で市内に占める割

合はということで御質問がございました。やはり、調べてみましたけれども、国のほうの推計になります。内閣

府のほうで発表いたしました２０１３年版の子ども・若者白書によりますと、２０１２年におきます１５歳から

３４歳までのいわゆる若年無業者ニートが６３万人ということでございまして、それが２．３％でございます。

同じくフリーターにつきましては１８０万人ということで６．６％となっております。ちょっと市内のですね、

その年齢層が占めます人口をちょっと今集計できなかったものですから、市内の数字はつかんでおりませんけど

も、いずれにしましても若年層を中心としまして依然として厳しい雇用環境が続いております。雇用の改善に加

えまして、精神的なケア、社会とのつながりなどを今後支援してまいりたいと思っておりますので、よろしくお

願いをしたいと思います。 

 それでは、１６８、１６９ページをお開きください。７款商工費１項商工費１目商工総務費のうち、一番上の

白丸、委員報酬の黒ポツの商工業振興審議会委員報酬３万円余でございますが、市設置の審議会開催に伴います
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９名分の報酬となっております。 

１７０、１７１ページをお開きください。上から２つ目の商工総務事務諸経費の下から４つ目の黒ポツ、地場

産センター負担金４１３万２，０００円余でございますが、地場産振興センターから市に派遣されています職員

１名分の人件費の負担金となっております。その下の黒ポツ、塩尻市振興公社運営補助金２，３８９万６，００

０円でございますが、振興公社に派遣しております市職員２人分、また嘱託職員１名分の人件費、また産学官連

携事業の経費、法人の運営経費となっております。その下の黒ポツ、地場産センター運営貸付金２，０００万円

でございますが、地場産センターへの運転資金を目的といたしました短期貸付金となっておりまして、資金調達

計画を提出させまして、６月と３月に貸し付けを行いまして年度内に返済されてるというものでございます。 

２目の商工振興費の一番上の白丸、地域産業振興推進事業の５つ下の黒ポツ、研究開発コミュニティー形成事

業委託料１，０３３万２，０００円でございますが、振興公社に設置いたしました新産業創出コーディネーター、

特にＩＴ関係でございますが、のコーディネーターの人件費、スタッフ２名分の人件費並びに活動諸経費となっ

ておりまして、この財源でございますが、緊急雇用創出事業で１，０３３万２，０００円を充当させていただい

てございます。その下の黒ポツ、もの創り基盤技術形成事業委託料９６５万８，０００円でございますが、新連

携支援コーディネーター、機械金属工業関係の支援をしておりますコーディネーターの人件費、またスタッフ１

名分の人件費と活動諸経費となっておりまして、この財源につきましても緊急雇用創出事業で９６５万８，００

０円を充当させていただいてございます。３つ下の黒ポツ、まつもと広域工業まつり負担金８０万円でございま

すが、７月に開催されましたまつもと広域ものづくりフェアへの負担金で、３日間で１万４，０００人余の来場

者がございました。その下の黒ポツ、商工業振興対策事業補助金２，３５２万円余でございますが、商工業振興

対策事業補助金要綱に基づきます補助金交付となっておりまして、工場等の設置にかかわるものが２件、工場用

地の取得にかかわるものが３件、創造的技術開発にかかわるものが４件、受発注支援にかかわるものが３１件な

ど、８事業５１件につきまして補助金を交付したものでございます。その下の黒ポツ、推進プロジェクト負担金

８３万１，０００円でございますが、商工会議所と連携をいたしまして中小企業経営者研修会、また新入社員の

技術研修、工業系企業の県外視察、子ども科学探検団などの開催経費の負担金となっております。その下の黒ポ

ツ、もの創り高度化事業負担金７２万円でございますが、基盤技術の形成を目的といたしまして中核人材育成、

これは特に工程管理ですとか品質管理などでございますが、またスキルアップ、これは機械保全、機械検査など、

また工業系の新入社員教育、国家技能検定研修会への経費負担金となっております。その下の黒ポツ、駐車場事

業会計貸付金１，０００万円でございますが、駐車場事業特別会計への貸付金で、駐車場会計では企業債の償還

金に充当をしているところでございます。 

その下の白丸、中小企業融資あっせん事業１５億７，８０８万１，０００円余でございますが、中小零細企業

の経営安定支援として取り組みました融資あっせんの事業保証料及び預託金となっております。保証料補給金５，

０１８万５，０００円余でございますが、制度資金に伴います信用保証協会保証料の負担分となっております。

また、資金預託金１５億２，７８９万６，０００円につきましては、金融機関の融資実行のための１年間の預託

金となっておりまして、預託倍率は４．７倍となっております。平成２４年度につきましては、中小零細企業支

援といたしまして、市制度資金では２５４件、１４億６，０００万円余の融資あっせん額となりまして、件数で

は７．６％の減、金額で１７．８％の減となっております。本年度はほぼ前年と同水準でございますけども、小
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規模企業の運転資金の融資利用がふえている状況でございます。 

 次、１７２、１７３ページをお願いをいたします。一番上の白丸、商工団体活動支援事業でございまして、そ

の下の黒ポツ、商工会議所事業補助金１，１１９万２，０００円でございますが、商工会議所の活動支援、中小

企業相談所の経営指導等にかかわる補助金となっております。 

その下の白丸、企業立地推進事業の５つ下の黒ポツ、不動産鑑定委託料７９万８，０００円でございますが、

信州Ｆパワープロジェクトの計画用地の賃貸借契約を締結するための積算根拠といたしまして、不動産鑑定業務

を株式会社しなの不動産鑑定事務所に委託したものでございます。その下の黒ポツ、新産業団地調査委託料１，

７３５万６，０００円余でございますが、信州Ｆパワープロジェクトの計画用地の環境調査、これは春から秋に

かけてと、あとボーリング調査、地区界測量などの調査業務委託を株式会社アンドーに委託したものでございま

す。その下の黒ポツ、用地取得費１，９４３万７，０００円余でございますが、今泉南テクノヒルズの事業用借

地設定契約に伴います、土地開発公社への割賦契約に基づく支払金となっておりまして、現在７社８区画での契

約となっております。 

その下の白丸、まちなか賑わい創出事業の黒ポツ、ハロウィーン開催負担金１３０万円でございますが、１０

月に開催されましたハロウィーンの開催経費を負担したもので、参加人数につきましては１万人でございました。

これは、ハッピーハロウィーンｉｎ塩尻実行委員会への負担金となっております。１つ下の黒ポツ、商店街活性

化事業補助金２１３万７，０００円余でございますが、大門商店街振興組合に８０万円、広丘商店街イベント、

これは広丘夏まつりに１２０万円、あと広丘商店街活性化補助金、これは広丘青年商工会のイルミネーション事

業ですが、１３万７，０００円をそれぞれ事業補助といたしたものでございます。 

その下の白丸、塩尻インキュベーションプラザ管理諸経費の黒ポツ、指定管理料１，７３９万８，０００円で

ございますが、平成２２年度から市振興公社に施設の指定管理を委託したものでございまして、市の派遣職員２

名分の人件費、あとは清掃、設備保守点検料、水道光熱費などの施設の維持管理費などの経費を支払ったもので

ございます。 

３目の木曽漆器振興費の白丸、木曽漆器振興事業の上から６番目の漆器祭・宿場祭開催負担金３００万円でご

ざいますが、６月１日から３日の３日間開催されました第４５回の漆器祭・宿場祭実行委員会経費の一部を負担

するものでございまして、平成２３年度は「おひさま」効果がございまして、その関係もございまして、８，０

００人少ない３万７，０００人の集客がございました。また、木曽漆器工業協同組合の売り上げの集計では、７，

４７５万円の売り上げがあったということでございます。２つ下の黒ポツ、木曽漆器振興対策事業補助金５９９

万円のうち、５４９万円につきましては、木曽漆器工業協同組合への補助金となっております。あとまた、木と

漆の会へ６万５，０００円、木曽漆器伝統工芸師会へ２０万円、木曽漆器生産者組合へ２３万５，０００円をそ

れぞれ補助したものでございます。その下の黒ポツ、創造的研究開発事業補助金３５万８，０００円余でござい

ますが、これは、木曽漆器によります酒器の製品開発にかかわります経費に対する補助でございまして、作品の

展示会が２月１４日から１６日まで東京で開催され、約３００人の来場者があったものでございまして、総事業

費の２分の１の補助をしたものでございます。その下の黒ポツ、地場産センター運営補助金４，０００万円です

が、地場産センターの運営の補助となっております。２４年度につきましては、長野技能五輪、アビリンピック

の優勝メダルに木曽漆器が採用されております。経営の状況でございますが、昨年も申し上げましたように、前
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年度「おひさま」効果もございまして売り上げがくらしの工芸館では７．４％の減、ならかわ市場では２．８％

の減となっております。本年度も引き続き小野家住宅改修工事、また名古屋城の本丸御殿の修復工事などを手が

けている状況でございます。その下の黒ポツ、ジャパン＜漆＞サミット開催負担金１０６万８，０００円余でご

ざいます。全国の漆器産地２３自治体と産地組合の代表者が一堂に会しまして、１０月１０日、１１日の２日間

にわたりまして本市で開催されました。合併前から数えますと３回目の開催地となりまして、同時に日本漆器協

同組合連合会全国大会も開催されまして、２３０人の参加のもと、産地と自治体が連携し漆の安定的生産と供給

に努力する、などの共同宣言が採択されております。また、えんぱーくでは、ジャパンサミット月間を設定いた

しまして、漆器を取り入れた給食などの食育や漆器製品のテーブルコーディネートによる展示など、市民の方に

漆器を身近に感じてもらうような取り組みを行いました。また全体会では、ワインや地酒を初め、ブドウ、山賊

焼、ソバ等、地元特産品を堪能していただき、翌日はワイナリーや奈良井宿を視察していただいたものでござい

ます。その下の黒ポツ、伝統工芸木曽漆器後継者育成奨励金１４４万円につきましては、６名分の奨励金の合計

となっております。私からは以上でございます。 

○まちづくり推進課長 それでは４目の中心市街地活性化事業費、お願いしたいと思います。あわせて決算説明

資料の７０、７１ページをごらんをいただきたいと思います。まず、１７３ページ、１つ目の丸でございます。

まちなか環境整備事業でございます。道路整備工事ということで、ホテル中村屋の北側の道路になりますけども、

延長２６８メートル、幅員が６から７メートルでございます。そちらのほうの路肩の部分をインターロッキング

によるブロック舗装をさせていただき、あわせて側溝、それから黒舗装の改修をさせていただきました。その道

路整備工事ということで２カ所、これは２工区に分けて施工をさせていただいたものでございます。３，３０２

万２，０３０円でございます。それから道路照明改修工事でございます。そこの道路のところの沿線のですね、

照明灯７基をＬＥＤに改修をさせていただいた費用でございます。１１０万２，５００円でございます。 

続きまして、次の塩尻駅周辺整備事業、駅前広場改修工事でございますけども、２４年度それから今年度と２

カ年にかけて東口の広場を改修工事を行っております。２４年度につきましては、一般駐車場の拡張の工事、そ

れから観光バスの待機所、補導設置工事を行ったもので、費用が７，０９９万５００円でございます。それから、

交差点改修工事ということで、駅前交番前の交差点でございますけども、そちらのほうをスクランブル交差点に

改良させていただきました。それに伴う改修工事ということで１４９万１，０００円でございます。続きまして

支障物件移転補償費でございますが、スクランブル交差点の改修に伴いまして信号機を改良いたしました。撤去

の関係で２本、それから新しく新設ということで４本、それから歩行者用の信号機器ということで増設で１基と

いうことで、９４３万２，１５０円でございます。これにつきましては、公安委員会のほうで施工はさせていた

だきまして、市のほうから補償費という形でお支払いをしたものでございます。 

続きまして、中心市街地活性化推進事業でございます。一番下の交通量調査委託料でございますが、これは年

２回、中心市街地内の歩行者通行量の調査を４カ所で行ったものでございます。８万１，６００円でございます。

ページをめくっていただきまして１７５ページ、一番上の黒ポツですが、タウンマネージメント業務委託料２１

０万円でございます。これにつきましては、中心市街地内の事業所数、業種別で行いましたけども、それから空

き家状況の調査を行って、中心市街地の現況と課題抽出を行ったものでございます。委託先は、しおじり街元気

カンパニーでございます。２１０万円でございます。 
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続きましてウイングロード管理事業でございますが、塩尻市振興公社で管理運営を行っていただいているもの

です。ウイングロード管理業務委託料ということで９１２万円ということで管理運営費でございます。それから

割賦負担金１，２３６万円でございますが、これは当初ウイングロードのリニューアル時の改修費用につきまし

て振興公社でやっていただいた分を、市のほうから１０年間で返済をさせていただいている金額でございます。

１，２３６万円でございます。それから、ウイングロード施設管理負担金１０２万円でございます。これは建物

の火災保険、それから駐車場内の自動車管理者賠償責任保険でございます。それからウイングロード設備改修負

担金でございます。１，４９３万２，８２１円でございます。大分設備のほうも老朽化、改修等が必要になって

きています。そんな関係で、緊急度の高いものから計画的に実施をしているものでございます。 

続きまして、塩尻駅南地区市街地再開発事業、繰越分でございます。３，９９０万円でございますが、２３年

度からの繰越分の組合への補助金でございます。全体の２３．４％分に相当する部分でございます。私からは以

上です。 

○ブランド観光課長 続いて５目地域ブランド推進事業費について説明をさせていただきます。地域ブランド推

進事業費の支出済額１，８６２万５，８１８円となりました。平成２４年度の新たな取り組みとしまして、塩尻

産ワインの振興を図るためワインコーディネーターの採用、それから、外部コミュニケーション戦略に基づく常

設型のアンテナショップ、ダルーヴァの開設を行ったところであります。 

備考欄をごらんください。まず嘱託員の報酬ということであります。３２２万３，４３０円でありますが、シ

ニアワインアドバイザーの資格を持った西牧穗高氏を採用し、塩尻ワインの振興に努めたところでございます。 

２つ目のブランド推進事業でございます。一番下の黒ポツ、地域ブランド推進活動負担金１，１８９万１，０

００円でございますが、これの主な事業内容は、名古屋で夏・秋に開催をしました期間限定アンテナショップの

経費として２２５万円、昨年６月に東京渋谷のほうにオープンをしましたダルーヴァでのイベント開催経費とし

て２７４万円、塩尻産ワインの販路拡大と知名度アップのためのワインプロモーション、プレゼンテーション事

業として２４２万円、山賊焼発祥の地ということで広くＰＲするためのイベント事業として３０９万円を支出し

たところでございます。 

続いて、地域ブランド発信事業３０８万４，１００円でございます。こちらの主な内容は、建物の賃借料とい

うことで渋谷のワインバー、ダルーヴァの賃借料として月３２万円の、６月の中旬以降のオープンでありました

ので、９．５カ月分ということで３０４万円を支出をしたところでございます。 

なお、２つ目の地域ブランド推進事業につきましては、決算説明資料の７２ページで取り組みの内容、成果等

を記載しておりますので御確認をいただきたいと思います。 

続きまして、６目観光費でございます。支出済額は、合計で１億９９４万２，３４７円となっております。観

光宣伝あるいは観光施設の管理運営、イベント事業など、観光振興策を図って年間の入り込み客数の増加に努め

たところでございます。２４年度の新たな事業としましては、奈良井駅の切符の販売業務、それから総合パンフ

レットの改訂、フィルムコミッションへの助成、それから桔梗ヶ原ブランド構築に向けた取り組みを行ったとこ

ろでございます。 

備考欄をごらんください。１７５ページでありますが、白丸の３つ目であります。観光振興事業２，４２９万

１，８３７円でございますが、これは県内外からの誘客促進を図るという事業の目的のために、観光パンフレッ
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トの増刷、あるいは観光案内を含め観光事業を塩尻市観光協会に委託したものございます。一番下の黒ポツであ

りますが、奈良井駅観光案内業務等委託料ということで１１１万５，０００円でありますが、これにつきまして

は、平成２３年度まで都市づくり課の交通係が所管をしていた奈良井駅の券売業務を、観光の窓口であるという

ことから、観光のほうに所管がえをし、その事務を観光協会のほうに委託をしたものでございます。この観光振

興事業につきましても、決算説明資料の７２ページでそれぞれ成果等を記載しております。御確認をいただきた

いと思います。 

一番下の丸でありますが、観光施設維持管理費であります。１，４９６万３，１８５円でありますが、これは、

観光客の利便性を考慮しながら、安全で快適な観光施設に配慮をしてまいったものでございます。維持補修全て

の対応はできませんでしたので、順次計画的に対応をしているところでございます。 

１７７ページをお願いいたします。中ほど下の白丸、広域観光推進事業負担金７９８万２，０００円でござい

ます。これは、塩尻市単独ではできない誘客活動を構成市町村と連携を強めて行ってきたという取り組みであり

ます。ここでは、上から３つ目でありますが、中央線連絡会新宿駅案内事業負担金でありますが、平成２４年度

をもって団体が解散をしたため、この支出については平成２４年度で終了と。それから、下から５つ目の木曽広

域連合負担金。これも、公共サインの設置のための起債の償還をしてきたわけでありますが、これも２４年度を

もって終了をしているというものでございます。 

一番下の白丸、観光振興イベント推進事業１，１０４万４，９００円であります。これにつきましては、それ

ぞれの実行委員会と連携をいたしまして、地域の活性化に向けた誘客活動を展開したところでございます。 

１７９ページをお願いいたします。１つ目の白丸、塩嶺高原地域整備関連事業ということで、２７３万６，４

５９円であります。いこいの森、あるいは塩嶺高原周辺の環境整備を行うとともに、広域的なイベント、パーク

ラインマラソンなどの実施をしたところであります。また、昨年は岡谷市で全国産業観光フォーラムというのが

開かれました。そこでの事務局にも加わらせていただいて、市内をめぐる観光コースを設定し誘客に努めたとこ

ろでございます。 

２つ目の誘客宣伝促進事業７７５万３，８８３円でございます。先ほども申し上げましたが、総合パンフレッ

トの全面改訂をする、あるいは、各種マスコミ媒体を活用した広告宣伝を打ってきたところでございます。６つ

目の観光パンフレット作成業務委託料４７２万５，０００円でありますが、これにつきましては、本年度平成２

５年度から使用するためのパンフレットを改訂した経費でございます。一番下、地域観光推進補助金１０万円で

ございますが、これについては、先ほどの話のようにフィルムコミッションに対して、上部組織への加盟負担金

相当を補助をしたものでございます。 

最後になりますけれども、桔梗ヶ原ブランド構築事業２６万１，７００円でございます。これにつきましては、

観光振興ビジョンあるいは農業再生プロジェクトで位置づけられている桔梗ヶ原ワイン街道構想について、専門

家を招いて地元説明会を開催し、地元からの気運の醸成を図ったところでございます。以上、５目地域ブランド

推進事業費、６目観光費の説明とさせていただきます。 

○委員長 それでは、ここまでを区切って質疑を行いたいと思います。委員より御質問、御意見がありますか。 

○中村努委員 １７５ページの地域ブランド推進活動負担金の関係でダルーヴァの関係ですけども、大体の経営

状況はどうなっているのか。大体１日当たりどのくらいお客さんが入っているのか、わかったらお願いします。 
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○ブランド観光課長 係長のほうからお答えさせていただきます。 

○ブランド推進担当係長 一応３月までの平均としまして、１カ月当たりですけれども、約１３０名程度の来客

があります。 

○中村努委員 経営的には赤ですか、黒ですか。 

○ブランド推進担当係長 一応、売り上げ等々につきましては、ちょっとはっきり申し上げられないんですけれ

ども、今のところぎりぎりの線でやっているということで聞いております。 

○委員長 いいですか。 

○中村努委員 ちょっと今度は別のところで済みません。観光振興事業、１７５ページですか。観光振興事業で、

決算説明資料のほうで観光協会への事業委託を見直したいというようなことが書いてありますが、この内容につ

いて御説明をください。 

○ブランド観光課長 課題のところで書かせていただいておるんですけれども、これは、今のところ臨時の皆さ

んが長期の雇用でないものですから、イベント等を担うことができない、その辺を課題としてあげて、逆に長期

で採用できるようなそんな計画をしていきたいなということで、ここに書かせていただいております。というこ

とであります。 

○中村努委員 そうすると、前から課題になっていた観光協会の法人化ということも視野に入ってるということ

ですか。 

○ブランド観光課長 前々から法人化につきましての議論がございまして、近隣のところも調べております。よ

い面、悪い面もありますけれども、当面、まずは今の観光協会の体質を改善して強化をし、その先には、その辺

も視野に入れて行かなければならないのかなというふうに感じております。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

○丸山寿子委員 先ほどのダルーヴァですけれども、例えば講座というようなものを開くなど、いろいろ事業の

中で工夫をしているかと思うんですが、例えばそういうときの参加者の動向ですとか、固定でよく行く固定客も

いるというようにも聞いているんですが、その辺、今後工夫していこうと思う内容も含めて、ちょっとお聞かせ

いただきたいんですが。 

○ブランド観光課長 工夫という部分では、それぞれかかわっていただいている方をもうちょっと、何て言うん

ですかね、広く募集というかをしていくという工夫は必要ではないかなというふうに思っております。それと、

今の前段の数字的なところにつきましては、係長のほうからお答えをさせていただきます。 

○ブランド推進担当係長 昨年ですけれども、ダルーヴァでのイベントにつきましては、塩尻のワインセミナー

ということで９月２７、２８日に実施をしております。一応参加者のほうは２５名という形となっております。

そのほかにですね、１月、２月、３月にです、メーカーズディナーという形で塩尻のワイナリーに協力をいただ

きまして、ワイナリーの担当者に実際にダルーヴァのほうへ出向いていただいて、メーカーズディナーを開催を

しまして、一応３回の合計としまして３８名の参加をいただいておるところでございます。以上です。 

○丸山寿子委員 あとちょっと、お店の休みの日が固定的にあるかと思うんですが、その辺についてお願いしま

す。 

○ブランド推進担当係長 昨年におきましては、一応１０月にですね、木曽漆器の生産者組合に御協力いただき
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まして、昼間とですね、土日にかけまして木曽漆器の展示販売をいただいております。また、２月、３月にはで

すね、渋谷大学の講座ですとか、塩尻ワインの日のプレイベントということでダルーヴァで土日にイベントを開

催しているところでございます。また本年度につきましては、６月からですけれども、土曜日に月に１回、塩尻

市の朝市という形でダルーヴァのほうで毎月開いているような状況でございます。 

○丸山寿子委員 定休日を聞いたつもりだったんですが。 

○ブランド推進担当係長 定休日につきましては、昨年オープン時にですけれども、一応日曜日を定休日として

おりましたが、ことしに入りまして、若干シェフの関係で、人がちょっと用立てができないようなときには土曜

日、日曜日の定休になっている場合もあると聞いております。一応、昨年の６月にオープンしまして、ことしの

６月で１年がたったということで、７月に向こうの経営者のほうと打ち合わせを行いました。一応この８月にで

すね、店内の少し一部リニューアルを行いまして、９月２日からまた新たな形で運営を行っているところでござ

います。 

○丸山寿子委員 土曜日が休みということでちょっと聞かれた点もありますので、その辺はやはり来てくれるお

客さんの利便性等も考えてしっかりお願いしたいのと、それから、イメージ的に昼間もですね、市のほうで市の

観光的な意味で戦略的にもう少し何か開催の回数が多いのかなというイメージが当初してたんですけど、その辺

についてはどんなふうにお考えですか。 

○ブランド観光課長 御指摘をいただいたように、昼間の部分の利用について少し工夫がいるかなというふうに

思っておりますので。当初は漆器の関係、要するに、地場の物を何とかという思いもございましたけれども、他

の産地、あるいは他の地域の方とのコラボレーションなんかを工夫をしながらして営業をしていきたいというふ

うに考えております。 

○丸山寿子委員 あと１回だけお願いします。お店に行ってみてですね、もちろん共同でっていうところなので、

全て塩尻のというわけにはいかないかもしれないんですが、例えば長野県のとか、塩尻のＰＲをしているような

ポスターですとか、何かワインにまつわるそういったパンフレットが置いてあるとか、そういったことをちょっ

と期待していたんですが、例えば塩尻市以外のところでも、塩尻産ワインを使ってイベントをするような場合に、

観光課のほうからポスターですとかパンフレットを持って行って、使ってＰＲするというようなことを、ほかの

ところでもやってくれてるところもあるわけなんですけど、そういったことも１つの特色かと思うんですが、お

店の。その辺どうですか。 

○ブランド観光課長 その点も御指摘のとおりでありまして、立ち上がり当初、オーナー側の店づくり、意匠的

なものも含めて思いがございました。先ほど係長も申し上げましたが、１年を過ぎて、店内のリニューアル、あ

るいは、今おっしゃるように、ポスターなんかでの塩尻をＰＲする場面も設定をさせていただいておりますので、

こちらのほうの思いも徐々に浸透をさせているという状況でございます。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

○永井泰仁委員 １７５ページのですね、ウイングロード設備改修負担金の１，４９３万２，０００円余になっ

ておりますが、このウイングロード設備改修負担金は毎年続いているような気がしますが、これからずうっと１，

４００万円くらいのオーダーで市が負担金を出していくか、その先の見通しはどんなふうでしょうか。 

○まちづくり推進課長 設備改修につきましては、当時平成２２年にウイングロードを改修した時点、その時点
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でもできるだけ補助金を活用してですね、できる限りの改修はさせていただきました。しかしながら、建築もう

２２年たちますと、設備関係の耐用年数もですね、１５年から２０年ということで大分もう部品もつくっていな

い状況があってですね、厳しい状況になっています。そんな関係で、２４年度１，４００万円という形でですね、

負担金をさせてもらいましたけども、随時ですね、そういった計画的なものを立てながらですね、これからは設

備の改修が必要になってくるというふうに思っています。毎年６月に総点検をやりますので、その中で十分その

整備計画を見直しながらですね、緊急度の高いものから今後、財政計画とも調整しながらやらさせていただきた

いということでございます。 

○永井泰仁委員 ある程度設備改修の大きな負担金は、５年単位くらいであと何と何をやるとかね、ある程度の

全体像がつかめるような、そういうものをまた何かの機会にぜひ出してほしいということと、当初このビルは安

く買ったと思ったら、こう毎年修理、修理、修理で来れば、結果的に安くビルを買ったなんてもんじゃなくて、

高い物を買わされて、あとのメンテがうんとかかっちゃってるような感じもしないでもないですが、こういうも

のは、専門的な見地から言って、ある程度毎年直すところは直さなきゃいけないと思いますが、他の同じような

ビルとか、そういうところと比べてどうだとか、そういう検討ってものはなされていないかどうかお伺いします。 

○まちづくり推進課長 ほかのビルとの比較というか検討ということですけども、今、特段そういった調査、検

討はしておりません。現在のウイングロードの中でですね、５年間の計画を立てながら、毎年毎年見直しながら、

その中でも緊急度の高いものからということで考えている状況です。 

○永井泰仁委員 また次年度の、これから予算化なんか立てられるときにね、これまで改修済みのものと、まだ

これからどうしてもね、直してかなきゃ、耐用年数とかいろいろでもってオーバーホールしなきゃならないもの

とか、いろいろ出てくると思うんで、その辺のところをある程度、数字を細かくということは言いませんけれど

も、大づかみでも結構ですが、今後まだこういうものも変えてかなきゃいけんし、それから恒常的にこのくらい

の範囲のものは、通常のビルの場合には保守管理にかかわるとかね、そんなようなデータ、きょうはいいですけ

ど、また予算化なんかのときに何か目安になるようなものを出してほしいなと思います。これ、要望で結構です。 

○委員長 いいですか。ほかにありますか。 

○金子勝寿委員 １７１ページでですね、地域産業振興推進事業の中の商工業振興対策事業補助金で、ちょっと

聞き漏らしたかもしれないんですが、もう一度確認で教えていただきたいんですが、予算では、当初の予算では

３，４００万円余で１，０００万円ほど少なくなっているんですが、これ、理由、内訳。 

○商工課長 商工業対策振興事業補助金の関係でございますが、これにつきましては、予算でですね、ある程度

見込んでやらさせていただいてございますけども、実績に基づきまして５１件の実施ということでございまして、

実額で２，３００万円余でございます。空き店舗の改修の関係等でございまして、これが６件、あと受発注が３

１件と、ここら辺が多くございましたけども、ほかの補助金、特に創造的技術開発事業補助金ですとか、そうい

ったものが当初の見込みよりも少ないというところでございます。 

○委員長 よろしいですか。 

○金子勝寿委員 結構です。 

○委員長 ほかにありますか。 

○西條富雄委員 決算資料の６９ページにあります地域産業振興推進事業の中に、ちょっと夢のあるいいことが



32 
 

あったもので、ちょっと具体的に教えてもらいたくて質問させてもらいます。成果のところにＥＶ研究会は塩尻

製電気自動車のシャーシーを平成２５年中に完成させる見込みです、とあったものですから。塩尻製電気自動車

のこれからの計画はどういうことだか、ちょっと教えてもらいたいんですけど。 

○商工課長 このＥＶ研究会につきましては、市内のリーディングカンパニー、また整備工場、またいろんなで

すね、造型屋さんなどが入っておりまして研究会が組織されております。現時点ではですね、電気自動車なんで

すが、キャタピラをですね、用いた、そういったことを考えておりまして、特に山道ですとか、農業ですとか、

そういった形でのことを想定して現在研究をしておりまして、今後、福祉ですとか、そういった部分でも検討が

できないかというようなところでやっております。いずれにしましても、まずシャーシーをつくりまして、上物

をどういったものをつくるかというようなことは今後の検討課題でございますが、現時点ではシャーシー部分を

今年度中につくりまして、今後の展開。いろんな、利用者の方からですね、そういったこと、状況なども聞きな

がら検討してまいりたいということで、現在取り組んでいる事業でございます。 

○西條富雄委員 ありがとうございます。ＥＶ研究会っていうのは、どのような構成員でやっているのか、ちょ

っと教えてもらいたいんですが。 

○商工課長 今、手元に名簿がなくて申しわけございません。先ほども申し上げましたように、いわゆるギアの

部分ですとかにつきましてはサイベックコーポレーション様が入られておりますし、あと市内の第３モータース、

自動車整備工場さんですね。あと、造型屋さんにつきましても、市内だけではなくて市外のですね、企業さんも

入っておられまして取り組まれているところでございます。実際は、今現在皆さん手弁当でですね、研究会を立

ち上げられておりまして、現在取り組まれているというような研究会でございます。 

○委員長 ほかにありますか。 

○丸山寿子委員 １７３ページですが、中ほどの木曽漆器振興事業の中の漆器祭・宿場祭の負担金に関係しまし

てですけど、このお祭りの日だけでなくて、やはり日常的に観光客にも訪れてほしいですし、買い物にも行って

ほしいと思っているわけなんですが、奈良井に続きまして平沢のほうの重伝建のいろいろな整備で、歴史的観点

だけでなくて、やはり買い物に行けば漆器の店があいていて買い物ができる。あるいは、お祭りのときだけは飲

食ができるような工夫がありますけれども、常々はないのでトイレとかにも困ったりする、駅はありますけれど

も。そういう現状の中で、重伝建に絡めて、せっかく整備をするので商工あるいは観光の立場からも漆器産業の

面からもですね、今後どういうふうにしていくのか、ちょっとその辺をお聞きしたいんですけれども。 

○商工課長 このイベントなんですが、確かに３日間では３万７，０００人の方がお見えになってですね、非常

に盛り上がってるイベントでございます。ことしですが、初めてスタンプラリーというのを実施いたしまして、

来場者の方からいろんな状況をお聞きしてるというアンケートを行いました。その中でやはり、口コミですとか、

そういった形での来場者が多かったということもございます。この秋にですね、昨年、漆器に合う料理というこ

とでやらさせていただいた別の企画がございました。ことしはですね、秋の漆器祭ということで２日間にわたり

ましてミニ漆器祭的なものをやるということで、現在実行委員会のほうで計画をしております。そういったこと

でございまして、この３日間に限らずですね、ほかのイベント等も通しまして、できれば通年お店があいてまし

て食事もできるというようなことをですね、やっていかないと、これはイベント効果もないということでござい

ますので、先ほどの重伝建での整備も終わりますので、そういったこともですね、行政だけではなくて、漆器組
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合の皆さんですとか地域の皆さんとですね、一緒にどういった方向でやっていくのが一番いいのかというような

ことを、今後真剣に検討していかなきゃいけないというふうに考えております。 

○丸山寿子委員 空き店舗といいますか、利用して、若い方も入って来たりもしてるようなんですけれども、ぜ

ひ平日もですね、日曜日ももちろんそうなんですけど、お祭りのときだけでなくて活用ができるように、ぜひお

願いしたいと思います。 

○金子勝寿委員 同じページでお願いします。塩尻駅前の周辺整備事業で２点。まず１点目は、駅前、今ちょう

どアーケードいうか屋根、工事してると思うんですが、これ、ワイナリーフェスタ前に工事が完了するのかどう

か。 

 次がですね、決算説明資料の７１ページにもありますけど、ちょうど観光バス、一般駐車場等、待機所が整備

されて、人の動線を変えるためにという形の整備だったと思うんですが、現状でどのくらい、いわゆる利用する

バスの台数等がふえたのかということと、もう１点、観光センターの売り上げ等に影響があったのかどうか、３

点お願いします。 

○まちづくり推進課長 まず１点目の関係ですが、シェルターの関係です。今あそこの関係は今年度行っており

ますけども、今、支柱の部分を立ち上げて行っているところでございまして、来月の末にワイナリーフェスタあ

りますけども、それに向けて完了するようには進めておりますので、よろしくお願いいたします。 

 あと、駅前駐車場の関係の利用数、あと観光センターへの利用についてということでございますけども、数字

的なものは今ちょっと手元にないものですから後ほど御報告させていただきますけども、観光センターの利用に

ついては、観光バスの利用者をできるだけ動線的にスクランブル交差点を通してですね、観光センターのほうへ

向けて利用してもらうという形で、当初計画、整備を目的としてやってきましたので、ちょっと数字的なものは

わかりませんが、利用増にはつながっているというふうに考えております。 

○金子勝寿委員 今の３番目の関連で、また数字。じゃあ、先にどうぞ。 

○ブランド観光課長 観光センターの売り上げ状況につきましては、ちょっと後ほど資料提出をさせていただき

たいと思います。 

○金子勝寿委員 ちょうどいわゆる観光バスの起点でという形で整備はしたと思うんですが、各旅行代理店等に、

営業と言うと失礼ですが、要は、東海が切符が塩尻から松本に変わると上がってしまうものですから、ツアーで

非常に塩尻でおろすケースが多いというところでの、いわゆる観光バスの利用促進という形の整備をしたと思う

ので。その辺、代理店等に、要は塩尻駅を使ってそういう形での観光ツアー等を組んでくれという営業的な説明

はかけたりはしてはいますかね。してくださいという要望も含めてなんですが。 

○ブランド観光課長 現在、観光協会のほうで、実はバスの利用料金ですかを、ある一定の時間徴収をお手伝い

をさせていただいております。それはなんでかと言いますと、どこからどんな旅行団体が来ているのかという実

態把握をさせていただいて、どういうふうに売り込みをしていくのかという情報を今つくっておりますので、今

のところ積極的にどこどこに行って、どこどこで旅行商品をつくってくれっていう活動にはまだ至っておりませ

ん。 

○金子勝寿委員 塩尻・松本間だけでも大分旅行代金変わってくるそうですので、チャンスと思ってやっていた

だければなと要望して、またお聞きしたいと思います。 
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○委員長 ほかに、よろしいですか。ないようでございますので、７款にかかわる質問については締めたいと思

います。この際申し上げます。２時１５分まで休憩といたします。 

午後２時０４分 休憩 

―――――――――――― 

午後２時１４分 再開 

○委員長 それでは、休憩を解いて再開いたします。次に進みます。８款土木費を議題とします。説明を求めま

す。 

○商工課長 先ほど駅前広場のですね、バスの駐車台数の関係ですけども、昨年との比較でございますが、８月

末現在でありますが、昨年が５１６台、本年度７３６台ということでございまして、２２０台ふえておる状況で

ございます。以上です。 

○ブランド観光課長 売り上げのことでございますけれども、動線が変化したことによりまして、ちょっと数字

的なものはまだ報告をいただいておりませんが、明らかに売り上げは伸びていると。ただし、観光地での大きな

買い物をしてくるので、センターのほうでは小物であるということであります。 

○委員長 それじゃ、お願いします。 

○建設課長 決算書１７８、１７９ページをお開きください。８款土木費１項土木管理費１目土木総務費です。

これにつきましては、建設課旧都市づくり課の事務諸経費となっております。 

１ページおめくりください。一番上の土木総務事務諸経費５，１００万円余でございますが、工事請負費等明

細書６６ページも御一緒にお願いします。１２番目黒ポツ、統合型ＧＩＳ共用空間データ作成業務委託というこ

とで、基盤図作成、都市計画図の修正業務を行ったものです。その下２つ下の黒ポツ、道路台帳補正業務でござ

いますが、市道の拡幅に伴う台帳の修正でございます。私からは以上です。 

○都市計画課長 続きまして２目の交通安全対策費をお願いしたいと思います。右側の１８１ページの丸の２番

目、交通安全対策事業諸経費でございます。この事業につきましては、第９次の塩尻市交通安全計画というのが

ございます。平成２３年から２７年度の計画でございますが、これに基づきまして各年度、平成２４年度の塩尻

市の交通安全実施計画っていうのを作成いたしまして、その計画に沿って交通安全教室でありますとか、各種の

交通安全施策を実施をしております。その中でも交通安全教室の延べ実施回数につきましては３００回、延べの

参加者数につきましては３万２，１７９人ということでございます。予算書のほうでございます。上から２番目

のポツ、長野県民交通災害共済会費徴収報償金でございますけども、１０６万一千何がしでございますが、これ

につきましては、これにつきましては、会費徴収に携わっていただいた区等に対しまして、１件当たり３０円と

いうことでお支払いをしたものでございます。それから、一番下から２番目のポツ、塩尻市交通安全会議負担金

１，２２８万１，０００円でございます。これにつきましては、本年はもうありませんけども、昨年まで交通安

全会議がございましたので、こちらのほうへの負担金ということで納めていたものでございます。これに関しま

して、昨年まで塩尻市交通安全会議と塩尻市交通安全対策委員会という２つの団体がございました。内容的にも

似たような形のものもございますし、それの委員さんも重なっている方が大分いらっしゃるということで、これ

の部分につきましては、条例で設置しております塩尻市交通安全対策委員会に一本化をさせていただきまして、

交通安全会議につきましては２５の年３月をもちまして解散をしております。先ほどの負担金の主な中にはです
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ね、交通指導員さんの給与も含まれておりましたけども、交通指導員さんにつきましては、ご存じのように、新

たにＮＰＯ法人の交通教育とらふぃっくシスターズを立ち上げて活動をしております。一番下のポツにつきまし

ては、塩尻交通安全協会への補助金２７５万円でございます。 

１ページおめくりをいただきたいと思います。一番上の白丸、交通安全施設整備事業１，９１９万２，０００

円余につきましては、これにつきましては交通安全施設、カーブミラーですとか、それから区画線、標識等の設

置を行ったものでございます。 

その次の輸送対策事業でございます。この事業につきましては地域振興バスの運行でございます。地域振興バ

ス、既存の９路線と、それから昨年につきましては新たにですね、勝弦線を廃止をいたしまして、新設の北小野

線を運行をして交通弱者の移動の支援を行いました。また、北小野線につきましては国の補助事業を受けること

ができまして、これにつきましては２５年度になりますけども、補助金を４７３万円ほど受けられるということ

で内示をいただいてございます。その真ん中どこら辺から下のポツでございますが、地域振興バス運行委託料と

いうことで、洗馬線ほか８路線、これがアルピコへの委託をしてある分でございますが、５，６５０万７，００

０円余。それからその下の楢川線につきましては、大新東に委託をしてある分で１，９０２万６，０００円余と

いうことで委託をさせていただいております。以上でございます。 

○建設課長 引き続き、２項道路橋梁費１目道路橋梁総務費をお願いします。白丸３つ目でございますが、道路

橋梁事業諸経費６８万円余でございますが、これは、各種同盟会の負担金ということで、加盟１１団体ございま

す。そのうち、本市が事務局を務めておりますのは、黒ポツ下から３つ目の国道１９号拡幅塩尻地区整備促進協

議会が本市が事務局をやっているものでございます。 

１ページおめくりください。１８４、１８５ページをお願いします。道路維持諸経費は３億５，４００万円余

となります。工事請負費明細書は２０ページから、決算説明資料は７４ページからになっておりますので、一緒

にごらんいただきたいと思います。黒ポツ９つ目、清掃委託料は、シルバー人材センターへの道路除草、清掃作

業でございます。２つ下、街路樹せん定等委託料は、街路樹の剪定、害虫駆除と市道の路肩の草刈りになってお

ります。その下、市道維持補修作業委託料は、塩嶺高原別荘地内の維持管理費と、その他の雨水ポンプの保守管

理でございます。１つ下の重機借上料１億８００万円余でございますが、浸透ます、道路側溝の清掃と、冬季の

除雪作業、融雪剤散布と機械の待機料を行ったものでございます。その下、工事では、説明資料にありますよう

に維持改良工事があります。その下、補修用資材６，５００万円余でございますが、これは砕石等の補修用資材、

舗装補修用の密粒度アスコン、塩カル等でございます。その下の用地取得費は、高出四区の排水路布設に伴いま

す拡幅の用地買収費でございます。その下の備品購入費は、主に凍結防止剤散布機の購入費でございます。その

下の除雪協力助成金につきましては、実績に応じまして各区に交付したものでございます。 

引き続きまして、３目道路新設改良費でございます。恐れ入ります、１８４、１８５ページをお開きいただき

たいと思います。道路新設改良事業ということで２億１，５００万円余でございますが、国の補助、起債、単独

等合わせての決算となっております。測量設計委託料、工事請負費、用地取得費、支障物件移転補償費等で構成

されております。なお、工事費明細は３２ページ、委託料明細は６７ページ、決算説明資料は７４ページとなっ

ております。国庫補助事業で行いました社会資本整備総合交付金事業でございますが、橋梁補強の上西条跨線橋

の４橋、片丘の大沢第２橋、堅石橋、権兵衛橋、代の田橋、中検見橋、白石橋、新田橋、歩道設置では堅石通学
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線、道路拡幅では吉田の堰西中央線、街路事業では都市計画道路吉田原通線、狭隘道路整備事業では片丘の公民

館中屋敷線、舗装工事では郷原岩垂線、岩垂笹賀線、吉田小俣線を取り組みました。起債事業では、地方特定道

路整備事業ということで広丘都市計画道路広丘東通線を実施したものでございます。中段にあります測量設計調

査委託料の中にあります道路アセットマネジメント調査業務委託でございますが、本市が管理する道路について、

交通量や利用状況、地域特性、舗装の破損要因を踏まえたアセットマネジメントを取り入れて、費用対効果の高

い戦略的な維持管理を策定することを目的に、１・２級の市道の調査を行いました。翌年度への繰り越しですが、

道路新設改良事業全体で２億１，３００万円余となっております。私からは以上です。 

○街なみ担当課長 それでは続きまして、４目街なみ環境整備事業をお願いいたします。白丸、街なみ環境整備

事業２，０４６万８，７００円であります。この事業につきましては、平沢地区の重伝建地区におきまして街な

み環境整備事業により、道路の美装化、排水路整備等の事業により環境整備を実施するものです。それでは、決

算書のほうをお願いいたします。１つ目の黒ポツ、不動産鑑定委託料５１万８，７００円であります。整備地区

内において新たに設置及び拡幅します水路につきまして、本年度用地買収するための不動産鑑定業務２件を実施

したものであります。次に、１８８、１８９ページをごらんください。１つ目の黒ポツ、設計委託料１，９９５

万円につきましては、本年度からの工事実施に当たり、平成２３年度に実施いたしました事業計画に基づき実施

設計業務を行ったものであります。私からは以上です。 

○建設課長 引き続き、３項河川費をお願いします。１目河川維持費、河川改修事業諸経費ということで１７万

円余でございます。これにつきましては各種同盟会への負担金ということで、加盟３団体になっております。 

 その下、河川改修事業でございますが、２７２万円余でございますが、工事請負費明細書３７ページをごらん

いただきたいと思います。前田川ほか１カ所の工事となっております。 

その下、河川維持諸経費でございます。３４１万円余でございます。工事請負費、同じく３７ページでござい

ます。奈良井川河川公園リバーサイド堅石の管理委託料となっております。私からは以上です。 

○都市計画課長 続きまして、１目都市計画総務費をごらんいただきたいと思います。１番目の丸、委員報酬で

ございます。都市計画審議会の委員報酬で、２回を開催いたしまして７万３５０円をお支払いさせていただいて

おります。それから、３番目の白丸でございます。都市計画総務事務諸経費でございます。これにつきましては、

その一番下の黒ポツになりますけども、都市計画道路見直し業務委託料２５９万３，５００円とありますけども、

主な取り組みとなっております都市計画道路の見直しでございます。去る８月１２日の経済建設委員会の協議会、

それから１９日の議員全員協議会で報告をさせていただきましたように、都市計画道路見直しの原案、候補路線

の素案の作成を行ったものでございます。それから、この中には、支出で出て来ませんけども、片丘で進めてお

ります信州Ｆパワープロジェクトにかかわる地区計画等の作成もやっております。それから、開発誘導エリア東

南地区につきましても、区画整理を前提とした地元説明など開催をしております。 

 その下の白丸、都市計画総務事務負担金につきましては、これにつきましては、都市計画にかかわる各種協会、

協議会等への負担金でございます。 

１枚おめくりをいただきまして１９１ページをごらんいただきたいと思います。白丸、都市緑化推進事業でご

ざいます。これにつきましては、上から２つ目の黒ポツ、開発緑地整備工事４カ所１０３万１，１００円という

ことで、高出二区の開発緑地の整備を行っております。緑地内の整地、それからフェンス、花壇の築造などが主
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なもので、あと、小破修理等を３カ所ほど行ってございます。それから、その下の苗木代１３４万５，８９０円

でございますが、出生、新築の記念樹２９０本、地域共同緑化１１４本、緑地協定の推進緑化４７本ということ

で緑化木の配布をさせていただいております。以上です。 

○建設課長 続きまして、まちづくり計画策定事業でございます。２つ目の黒ポツ、不動産鑑定委託料、これに

つきましては、広丘公民館東側の事業所用地の不動産鑑定でございます。あと、次のまちづくり基礎調査等業務

委託料３９３万７，５００円でございますけども、地元でいろいろまちづくりについての検討を行って来ていま

す。地元としてもワーキンググループ、まちづくり会議を組織をしまして、現状、問題点、課題等の抽出を行っ

てきました。その会議の運営支援の関係、それから住民、支所利用団体へのアンケート調査も行ってまいりまし

た。そのアンケート支援にかかわる業務委託でございます。私からは以上です。 

○都市計画課長 その下の白丸でございます。都市計画総務事務諸経費の繰越でございます。都市計画道路見直

し業務委託料２４６万７，５００円ですが、これにつきましては、２３年から２４年の繰り越しの委託料でござ

います。 

○建設課長 引き続き、２目公園管理費をお願いします。一番上の白丸、街区公園等管理事務諸経費２，７００

万円余でございます。工事請負費明細書３７ページ、委託料明細書６８ページとなっております。決算説明資料

では７６ページとなっております。街区公園など都市公園が２８カ所、その他の緑地１１１カ所の維持管理を行

ったものでございます。一番上の臨時職員賃金は、公園パトロールの２名分の賃金でございます。９番目の公園

管理委託料は、シルバー人材センターほかへの委託となっております。一番下の公園長寿命化修繕計画策定業務

ということで、遊具の更新事業ということで定期的に遊具の補修をするということで、安全で安心な公園整備を

進めるために行っていくものでございます。 

その下、白丸、小坂田公園・北部公園管理事務諸経費でございます。４，４００万円余でございます。工事請

負費明細書は３８ページ、委託料明細書６９ページとなっております。公園管理委託につきましては、シルバー

人材センターへの小坂田公園の管理委託、北部公園の清掃委託となっております。 

１ページをおめくりください。その下、３目社会資本整備総合交付金事業でございます。８，７２５万円余で

ございます。工事請負費明細書３９ページ、委託料明細書６９ページとなっております。決算説明資料では７７

ページとなっております。旧まちづくり交付金事業の塩尻地区ということで、都市計画道路の広丘西通線、原新

田野村通線、防災コミュニティー堅石高出線、野村大門線の整備に取り組んだものでございます。 

その下、４目駅施設維持費でございます。７９３万円余でございます。１ページおめくりください。塩尻駅、

広丘駅自由通路、エレベーターの維持管理費となっております。委託料明細書は６９ページとなっております。

私からは以上です。 

○都市計画課長 １９５ページの建築指導費をごらんいただきたいと思います。建築確認等事務諸経費でござい

ます。３３３万１，０００円余でございます。これの下から５つ目のポツでございますが、台帳データ入力業務

委託料２６２万５，０００円でございますけども、これにつきましては、都市計画法許可関係の台帳の入力の委

託をしたもので、県の緊急雇用創出事業の補助金を財源としたものでございます。 

その下の白丸、耐震対策等事業でございます。上から３つ目のポツ、耐震診断業務委託料、これは１件当たり

３万６，０００円でございますが、１２２万４，０００円。それから、耐震補強事業補助金ということで７８０
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万円。これは、１件当たり６０万円ということで、ご存じのように昭和５６年５月３１日以前に着工した個人所

有の戸建ての木造住宅を対象として、耐震診断、それから耐震補強工事を実施したものでございます。 

それから、下の白丸、住宅リフォーム補助事業１，４９６万２，０００円でございます。これにつきましては、

地域経済の活性化と住環境の向上ということで、２３年度を初年度として行いました。２４年度につきましては、

そこにありますように１５３件、補助対象工事費としては１億４，５００万円ということで、経済効果は約１０

倍ほどあったということでございます。 

それから、その下の６目下水道事業費、白丸の下水道事業会計繰出金は７億５，０００万円ということでござ

います。 

○建設課長 引き続きまして、５項住宅費１目市営住宅管理事務諸経費をお願いします。白丸２つ目の市営住宅

管理事務諸経費ということで、１，０７８万円余でございます。１ページお開きください。この事務諸経費につ

きましては、５５９戸の市営住宅の管理運営、窓口業務、入退去の事務、家賃関連の業務の事務諸経費でござい

まして、９番目の黒ポツ、建物購入費でございますが、雇用促進住宅の購入費ということで、平成３２年までと

なっております。 

その下の白丸、市営住宅管理維持補修費でございます。市営住宅１６団地１１４棟５５９戸の市営住宅の補修

工事４７カ所になっております。工事請負費明細書は４０ページとなっております。 

その一番下の市営住宅管理事務負担金１５２万円余でございますが、渋沢団地の浄化槽の関係となっておりま

す。 

その下、２目市営住宅建設費でございます。一番上の白丸、市営住宅建設推進事業４億３，６８８万円余でご

ざいますが、工事請負費明細書４３ページ、委託料明細書７０ページとなっております。決算説明資料では７８

ページとなっております。渋沢団地建替事業ということで、Ａ棟、Ｂ棟、前年度繰越分合わせて、昨年度竣工し

たものでございまして、鉄筋コンクリート造３階建て３６戸、２ＤＫ、３ＤＫということで、県営住宅３棟と合

わせて、４棟１５０戸の整備を行ったものでございます。 

１ページおめくりください。３目市営住宅跡地整備費ということで、市営住宅跡地整備事業７８３万円余でご

ざいます。設計委託料ということで、委託料明細書は７０ページとなっております。長家タイプの渋沢団地の６

４戸を廃止して、跡地を２６区画の設計をしたものでございます。私からは以上です。 

○農林課長 恐れ入ります。決算書の２５２、２５３ページをお開きいただきたいと思います。１１款災害復旧

費１項農林水産施設災害復旧費の中で１目の市単農業施設災害復旧費並びに２目の市単林業施設災害復旧費につ

きましては、昨年５月の連休から連休明けにかけての長雨によりまして洗馬の岩垂地区で発生いたしましたのり

面崩落の復旧、また、林道関係では、日出塩線ののり面の復旧に対して要した経費でございます。以上でござい

ます。 

○委員長 それじゃ、ここで一旦区切りまして質疑を行います。委員より御質問、御意見がありますか。 

○中村努委員 １９３ページの社会資本整備総合交付金事業の防災コミュニティーの関係で、設計が終わって、

いよいよ着工となっておりますけれども、この竣工の見込みはどうなってますでしょうか。 

○都市計画課長 追加議案でですね、契約のほうを案件として出させてもらってありますけども、一応の工期の

中では３月末ということで工期設定をしてありまして、詳細なところにつきましては、施工業者のほうと今細か
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いスケジュールについては詰めさせていただいておりますが、３月末を目途に。 

○中村努委員 実は、この長者原公園の近くに地下水をくみ上げるところがあって、何か有効利用できないかと

いうようなことを前々から検討はされてたんですが、この際防災コミュニティーということですので、災害時の

給水施設のような形に今後もできないかどうか、その辺いかがでしょうか。 

○上水道課長 吉田西地区の防災コミュニティーの整備箇所につきましては、地域的に奈良井川の伏流水など、

地下水の保存が期待できるということから、地震など災害時におきます水の確保と給水車などの補給拠点となり

ます応急給水拠点の整備を併設することで、吉田防災コミュニティーの施設機能の向上が図れるものと考えてお

ります。現在、応急給水拠点整備では、塩尻市の浄化センターの南側の深井戸を活用するということで計画をし

てございますけども、道路状況、隣地の家屋、土地利用の状況から、給水装置としての機能が十分発揮できない

ことが懸念されるということが考えられますので、水道ビジョンのフォローアップ事業を２７、２８年度で予定

しておりますので、その中で計画の見直しをしていこうという形で考えております。また、なるべく早い時期を

見て地下水の保存量の調査などの取り組みに予定をしていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお

願いいたします。以上です。 

○委員長 ほかにありますか。 

○永井泰仁委員 決算の数字的なことはともかくとして、１８３ページの中部縦貫道の松本中ノ湯間の道路建設

ですが、これ、進捗状況はどんなふうに今現状はなってますか。 

○建設事業部長 中部縦貫の関係の同盟会のほうですが、私がやっておりますので、ちょっと私のほうで答えさ

せていただきます。岐阜県側はですね、非常に進んでおります。ことしの予算が、岐阜県側で５０億円というよ

うな話を。松本が、こちら側が、松本波田道路について見通しが立ったと。ことし１億円の予算がついていると、

調査費でございますけども。松本インターから波田インターまでについて用地に入っているということで、こち

ら側もようやく進めていくと、そんな状況でございます。 

○永井泰仁委員 はい、いいです。 

○委員長 ほかにありますか。 

○中村努委員 １８５ページと、あと１９１ページの市道と公園の除草の関係をちょっとお聞きしたいんですけ

れども、草刈り業務等を業者に委託しているわけなんですが、これ、草刈りの年間計画等は業者のほうで年度初

めに作成して行っているのか、見た目でそろそろといった形でやってるのか、その辺いかがでしょう。 

○建設課長 担当係長のほうから御説明します。 

○維持係長 主に公園等の除草になりますが、こちらのほうはシルバーの委託となりますが、長年やってきた経

験の中で時期を見計らってやってもらってるというのが実情です。ただ、その年によっては草の生育が違ったり

するものですから、そろそろお願いっていうようなことで、私どもが公園パトロールもしてますので、育成の状

況を見ながら指示することもあります。以上です。 

○中村努委員 実は地元からですね、要望というか苦情が上がっておりまして、市の一斉清掃ですとか、あるい

は区の役員が集まって、この日はこの公園の草刈りをやるっていうのを、もう年度初めに計画を立てるわけなん

ですが、そのときに、時々によって行ってみたらもう草刈りが終わっててやることがなかったとか。そういうと

きはラッキーと思うんですけれども。逆に、地域の方々がやってから業者の方が来られて、ただ時間を過ごして
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いるような場面も見受けられるというようなことがあるので、時期をうまく調整しながらやるか、ここは市のほ

うで責任持ってやりますから、こちらは地域の皆さんでっていうふうに区分するかしないと、非常に無駄が多い

んじゃないかという要望があったので、その辺の地域の年度計画と市のほうの計画と、うまく整合性というか合

うような形に直していっていただきたいと思いますが、いかがでしょう。 

○建設課長 地域と連携を取り合いながらやっていきたいと思います。 

○中村努委員 よろしくお願いします。 

 あともう１点なんですが、ちょっとどこで聞いていいかわからないんですが、高校北通線の玄蕃大橋から歯科

大に向かうところが、先日の大雨で通行が不能になったということがありました。これ、排水の設計上、飲み込

めない設計であったのかどうか、その辺、どのように考えてますか。 

○建設課長 実はきのう、その関係者の方、私のほうへ来てお話をさせていただきました。早速きょうも調査し

まして、かなり側溝が堆積されてます、グレーチング等で。木くずとかそういうもので、いろいろとごみ等で。

清掃作業を行って、事実関係を調べて徹底的にやっていきたいと思いますので、お願いします。 

○中村努委員 非常に新しい道路でそういうことが起きてですね、恐らく緊急輸送道路に指定されてるかどうか

わかりませんけれども、災害時の重要な道路であることは間違いないんであって、災害が起きたときに通れなく

なってしまうような道路では困りますので、これ、抜本的な対策をぜひ取っていただくようにお願いをしておき

ます。 

○委員長 要望でいいですか。ほかにありますか。 

○永井泰仁委員 たびたび済みません。この１８号台風の関係でね、既に課長さんご存じでございますが、角前

工業団地ね、降るとどうしても、下がマンガンの層になってて吹き上げちゃうような状態が続いておりまして、

今回も飲み切れなくて大分騒ぎになっているものですから、ひとつ雨水排水をね、１本抜本的にね、田川のほう

にまた持って行くルートにつなげていただかないと、これまでもたびたび指摘もされてるし、地元の議員もたい

て役に立たないと、こういうことになっているもんですから、ぜひ前向きに早急に取り組んでほしいと思います

が、お考えをお伺いいたします。 

○建設課長 委員の御指摘の場所でございますが、もう再三、私どもも呼び出し食ってお叱りを受けてるところ

でございます。今回、そのような対応をさせていただく予定でおりますので、お願いします。 

○永井泰仁委員 角前工業団地そのもののね、皆さんからも、塩尻市は一体、ここは昔から水が出てるしね、抜

本的にやってほしいということでやってるけど、どうしても集中的に大雨降ると、あそこはもうどうしても吹き

上げちゃうところだもんですから、万難を排してですね、工業団地の皆さんもいろいろ苦情を言ってますが、付

近の人は当然ですけれども、人家は。何とか早く水が飲めるようにですね、早急な対策をお願いしたいと思いま

す。要望で結構です。 

○委員長 ほかにありますか。 

○丸山寿子委員 １８３ページの輸送対策費の中の地域振興バス運行委託料に関係してちょっとお聞きしたい

んですが、まず平成２４年度の利用者数について一覧がもし出せましたら、あすでもいいので出していただきた

いのですが、それを１点お願いします。 

それから、本会議でも質問ありましたけど、当市の振興バスの場合、バスの回数券がないわけなんですが、そ
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の回数券をつくらない理由についてお答えをちょっといただけたらと思います。 

○都市計画課長 一覧表につきましては、整理をして出させていただきます。それから、回数券につきましては、

今の設定の値段が１００円ということでございまして、大変安価な値段で御提供させていただくということがご

ざいますので、回数券、いわゆる１０枚、１１枚つづりで１０枚分というような形になると思うんですが、回数

券によったその割引という形はちょっと今の状態では考えてございません。 

○丸山寿子委員 回数券っていうことでちょっとお聞きしたかったのは、割引ってことでなくて、利用者促進と

いう意味、またイベントに参加とかいうようなことでもいいんですけれど、何かのときの特典でその回数券が来

ることで利用を促進するっていう意味と、それからあともう１点なんですけど、今のちょっと社会現象としまし

て高齢者の車の運転ということもあって、タクシーの助成とかっていうのも該当する人にはあるわけなんですが、

運転できる人が高齢化しているということで８０とか８０歳過ぎてとかいう中で、警察とか病院とか福祉関係で

すとか、現場でそれをわかる人たちも非常に困っていた現象なんですけれど、免許を取得できる年齢は決まって

るんですが、やめる年齢っていうのはないわけで、バスをより利用してもらうというようなことの工夫っていう

か施策というか、そういうことにつなげられないかなという意味で券をつくっていただくのはどうかなというこ

とで、私はちょっと御提案申し上げたいんですが、どうでしょうか。 

○都市計画課長 済みません、ちょっと早とちりの回答で申しわけありません。今の回数券ということで、確か

にそういった利用促進とかですね、何かの形のときに、例えば回数券をお配りをできるイベントとかあって、そ

れで利用の促進になると、それから、高齢者の方もそれを持ってると、いつでも気軽に１００円を持たないで券

を出すだけで乗れるということもあると思いますので、ひとつ検討をして行きたいと思っております。これ、行

政評価の中でもですね、今の振興バスのあり方、１００円という料金設定がずっと当初からですので、その辺の

ところ、市費として７，０００万円くらいも投じているという形の中で、果たしてこの部分が１００円でいいの

かどうかという検討も、行政評価の中でですね、御意見もいただいてますので、そんなことをじっくりと、今の

回数券等も含めてですね、今後検討していきたいというふうに思っております。 

○丸山寿子委員 あと１点、そうなればいいなという希望なんですけど、例えば名古屋市ですとか、ちょっと松

本はどうだったかはわからないんですけれど、１日パス券と言いますか、どこの路線をどんなふうに乗っても、

例えば１日５００円ですとか、そういったものができれば、ちょっとあまり塩尻は観光地ということであまり売

ってはいないんですけれど、それもまた利便性を持って利用促進になるのではないかと思うので、その辺につい

ても、他市、他県の状況も見て研究していただけたらと思います。要望でいいです。 

○委員長 ほかにありますか。 

○金子勝寿委員 ちょっと関連ですが、受益者負担で上げる上げないもまた検討していただければいいと思いま

すけど、少し路線維持のですね、広告収入を考えたりですね、あと、他の自治体ではいわゆる路線上にある営業

施設、いわゆる病院、それから買い物等からもですね、誘客をしてくるバスだから維持に対して協賛金じゃない

ですが、そういったこともやっているという事例をいただいてます。これはあくまでも地域差ありますが、運営

費用の半分くらいをそれで賄ったなんていうことも過去にはお聞きしてますので。当然、公共交通ですので税金

でそれを維持することは大原則ですが、その支出をできるだけ減らしていく努力は、また研究していただきたい

なということで、研究していただいて、また質問したいと思いますので、よろしくお願いします。 
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○委員長 ほかにありますか。 

○都市計画課長 今の丸山委員さん、金子委員さんのお話もいただきましたので、その辺も含めてですね、他市

それから他県等の取り組み状況も把握をさせていただいて、取り組めるものは取り組んでいきたいというふうに

思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長 ほかにありますか。 

○中村努委員 地域振興バスの件ですけれども、ことしの４月に金子議員から委託契約と委託料の支払いについ

ての文書質問が出されています。その中で、支払い遅延が起きていたということなんですが、大新東については

７カ月、約１，１００万円余、アルピコ交通については２カ月、約２，９００万円余の支払い遅延が生じている

と、こんなような文書の回答があって、監査委員の意見書でもですね、政府契約の支払い遅延防止に関する法律

に抵触していると、こういう指摘がされております。その中でちょっとお聞きをしたいんですが、通常、支払い

遅延が生じた場合は、法で定めた利息をつけてお支払いをしなければいけないということになっておりますが、

大新東については、協議の上、先方が債権放棄をしたと。アルピコについては特に言及がないわけですが、本来

利息というものは協議して決めるものではなくて、もう法定で決まっているものですから、支払わなければなら

ないということになっていると思います。どうしても先方が積極的にいりませんよって言った場合はいいわけで

すけれども、こちらからお願いして払わないで済むようにするという話ではないと思うんですが、その辺の経過、

利息を払わないという経過をちょっと教えてください。 

○都市計画課長 今のお話でございます。まず、１１月末、先の金子議員さんの質問のお答えのほうにも、今の

中村委員さんのお話のとおりでございます。それで、１１月末にその支払いの遅延ということが発覚いたしまし

たので、直ちにですね、状況としては、担当の係長と私と部長でアルピコと、それから大新東のほうに伺いまし

ておわびを申し上げました。その中で、私どもの市の姿勢といたしましては、一日でも早くお支払いをさせてい

ただきたいということでおわびを一緒に申し上げました。その中で、アルピコそれから大新東さんのほうにです

ね、支払い遅延金のお話を当然私どももさせていただきましたところ、相手方から、これは私どもが強要したこ

とは決してございませんけども、相手方のほうから、それについては結構ですと。いわゆる用語で言いますと、

債権放棄をさせていただくということでお話をそのときにいただいてございます。それに従いまして、支払いの

遅延利息についてはお支払いをしてないという状況です。 

○中村努委員 アルピコ交通のほうは、どうでしょう。 

○都市計画課長 アルピコのほうも債権の放棄ということでお話をいただいております。 

○中村努委員 この法律の運用方針も、相手方が積極的に債権放棄をする意思表示のない限りは、当然支払いの

義務を負うというふうに書いてありますので、本当は払うべきものであったのではないかなと思います。それと

あと契約の件ですが、この文書の回答によると、契約書がなくても事前打ち合わせがあれば、契約が認められる

旨の回答が、弁護士さんと相談されてあったというふうに書いてありますが、実は、実物があって、それをしま

い忘れていたというようなことを聞くんですが、これ、本当でしょうか。 

○都市計画課長 通常のこういった４月１日からのですね、これは地域振興バスに限らずですね、４月１日から

の委託契約をするものは市の中にたくさんございます。このものにつきましては、３月の段階で施行伺い、いわ

ゆる契約前の施行伺いを取りまして、それから、施行伺いの決裁後にですね、契約伺いという形になります。契
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約伺いにつきましては、４月１日の、いわゆる新しい係長さん、課長さん、部長さんの決裁という形に当然なる

わけですけども、そのための準備としてですね、３月中に、いわゆる施行伺いを取って契約書も用意をして、大

体はおいて、４月１日の日にですね、契約の伺いを回すという形、契約伺いを取るという形になっております。

今のお話の契約書につきましては、今のお話のようにですね、３月中に契約書につきましては、双方の会社のほ

うから契約書をいただいておりました。 

○中村努委員 そこで先方から請求書が来たときにですね、会計管理者のほうでその契約書がないので支払いが

できなかったという事情があるやに聞いております。それはそれとして、もう１つ、今度、意見書の後段にです

ね、この法律の第１３条、職員が故意または過失により支払いを著しく遅延させたと認めるときは、その職員の

任命権者は、その職員に対して懲戒処分をしなければならないとされているが、今回の場合懲戒処分がされてな

いということが書かれておりますが、なぜ懲戒処分にならなかったのか、また賞罰委員会は開いたのか開かない

のか、その辺お願いします。 

○副市長 賞罰のことでございますんで、私のほうから御答弁させていただきます。まず、この法律と言います

か、監査委員から御指摘はいただいてございます。御指摘は御指摘としてですね、監査委員の御意見でございま

して所見でございますんで、それはまあ、私どもとしては真摯に受けとめるということでございます。ただし、

この監査委員の御指摘のあるですね、当該法律がですね、この案件に密接に関係があるかどうか、例えば、支払

いを著しく遅延させたと認めるときは、その職員云々と、こうございますけども、今、アルピコでは２カ月、そ

れから大新東では７カ月というお話がございましたけど、いずれも事業の途中でございます。事業完了をしてで

すね、債権債務が確定して支払いをしているということでは、まずひとつはないということでございますから。

この債権債務の確定から、私どもが債務者として確定をした時点で支払いの遅延が行われたということであれば

ですね、これは確かにこの法律に該当して、それなりの処罰はさせなければいけないというふうにわかっており

ますが、事業がまず完了してございませんので、私どもとしましては、この法律に直接的に抵触するというふう

には考えておりません。 

じゃあ、しからば、賞罰委員会ではどういう議論をしたかということでございますけれども、賞罰委員会の規

定がございましてですね、これは内規でございますけれども、処分の方針で、まず御承知のとおり、懲戒、それ

から、職員の不正行為と言いますか、非違行為に関しましては懲戒、いわゆる地方公務員法で掲げられた懲戒に

するか、それとも、指導上の注意ということでですね、するかということで大きく見解が２つ分かれます。今、

委員が御指摘いただいた法律で明確にうたってありましてですね、それにまさしく適合するということであれば

ですね、これは懲戒は免れないということでございますんで、そういう意味では、この法律に抵触するというこ

とであればですね、私どもの処分の方針が間違ってたということでございますから、これは訂正して処分のやり

直しをするかですね。いろいろ調べてみますと、越権の行為でございますので、当然処分のやり直しということ

は難しい、今私が考えても難しいというふうに思います。 

ただですね、今回の事案を考えてみますと、まず１つは、契約行為そのものがですね、相手方から契約書を受

け取って、そのまま机の中へしまい込んじゃってですね、契約行為がなされていないということに関しては、私

どもの職員の、あるいはその指導上のですね、問題はございますし、これはもう本当に言いわけするような行為

ではございません。事務の不適切と言いますか、非違行為でございますから、厳重に対応しなきゃいかんという
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ことが１つと、それから相手方の業者さんにつきましてもですね、実は、口頭の契約と言いますか、業者さんか

ら契約書が来てて、それを私どもが判子をついてお返しをしなかったということでございますから、その確認を

やっぱり怠ったということについては、ほんの一部のですね、非違行為と言いますか、適切でない行為がお互い

にあったんだろうなというふうに思っております。まずその点が１つ。 

 それから、もう１つは、当該職員、処分の指針の中ではですね、当該職員が過去にどういう形で同じような行

為を起こしたかどうか。いわゆる、３回も４回も同じことをやったのかどうなのか、それから、その辺の事情を

考慮して改心の程度はどうだったのかということを総合的に勘案しましてですね、いわゆる指導上の措置という

ことで厳重注意ということにさせていただきました。それから、所属をしております上司につきましてはですね、

口頭注意をさせていただきました。ただし、口頭注意、あるいは厳重注意と言いましてもですね、正直に状況を

申し上げますが、本来なら厳重注意というのは所属長からですね、注意をすると、厳重に注意をするということ

で済ませたわけでございますけれども、今回の場合は事案が事案でございますんで、上司共々、私のところへ呼

びましてですね、私のほうから厳重に注意をして、二度とこういうことがないように、これはきちんとした、本

来なら処分に、懲戒処分にも等しい行為であるんで、以後気をつけるようにという指導上の注意をさせていただ

きました。 

 いろいろ申し上げましたけれども、いずれにいたしましても、あってはならないことでございますんで、ここ

の監査委員の指摘にございますとおりですね、厳正な処分をするということに、それがふさわしいというふうに

御指摘を受けてもいたし方ないのかなというふうに思いますが、今回はそういう事情を勘案してですね、総合的

な判断の中で指導上の注意にとどめたということでございます。以上でございます。 

○中村努委員 この監査委員の意見書というものは、決算審査のときに決算書に付して議会に諮らなければなら

ない書類ですよね。その中身が曖昧なままこういうところに出されても、なかなか審査、何を信じればいいんだ

という話になってしまいますので、もしそれがその法律に抵触するのかしないのかということは、それなりの機

関に相談するなり何なりして、該当しないというのであれば、こういった表現は避けてもらうような努力も必要

かと思います。 

その後の対応についてでありますけれども、当然厳重注意を受けた職員は二度とこういうことは起こさないと

思いますが、問題なのは、そういった認識を職員の皆さん全員が共有できるかどうかということだと思います。

この支払い遅延というのは、本当に伝票１枚からこういうことも出て来ます。他市の例を見ても、ほんの数万円

のことで懲戒処分を受けてるケースも多くありますので、そういった重大な問題であるということを職員全体に

周知していただいて、万が一こういうことがあったら懲戒処分の対象ですよということを、しっかり職員一同に

約束と言いますか、認識してもらうように、副市長のほうから言っていただくように要望したいと思います。 

○副市長 おっしゃるとおりでございます。この事案に限らずですね、こういう事務の不適切行為、事の重大程

度にかかわらず厳正に対処してまいるように職員に伝えておりますし、また今後ともそういうことで対応してま

いりたいというふうに思っております。それから、監査委員の意見書のことでございますけども、これは所見で

ございますので、審査所見でございますんで、これはこれなりに、私どもとしては真摯に受けとめていきたいと

思いますし、議会に提出をされたものでございますんで、議会の皆様方もこの所見についてですね、御判断をい

ただきたいと存じます。ただ、監査委員につきましては、今、課長から御説明申し上げましたとおり、経過とそ
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の後の対応について、あるいは、処分の考え方についてですね、御説明を申し上げました。しかしながら、監査

委員の意見書としては、こういう法的な措置なんだろうなということでございますんで。特にここに書かれてご

ざいます、今後はこのようなことがないよう厳正な対処を強く望むということでございますんで、きちんとです

ね、これを受けとめてまいりたいというふうに考えております。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

○牧野直樹委員 １８７ページ、上西条第１跨線橋外３橋補修及び耐震補強工事委託料、２つ載ってますが、個

の橋、そんなに古くないよね。 

○建設課長 後でお答えいたします。 

○牧野直樹委員 それで、塩尻市のほかの橋だとかに比べたら、えらい早い補強工事だなというふうに思われる

んですが、多分これＪＲ任せだったと思うんですよ、工事のときも。全てＪＲがらみのやつはＪＲに委託をして

ＪＲの意のままになっちゃってるような感じがするんで、これからＪＲがらみの工事もたくさん出て来ると思い

ますが、担当課として気を引き締めてＪＲと交渉をして、しっかり工事の成り行きを見て行ってください。それ

だけ要望します。いいでね。 

○委員長 よろしいですか。ないようでございますので、８款にかかわる質問は締めたいと思います。次に進み

ます。 

 それでは、１１款災害復旧費を議題といたします。農林課だけだね。建設のほうはないですか。ない。質疑は

全て終わりましたんで、それでは、一括して討論を行います。ありませんか。 

 ないので、採決を行います。議案第１号については、原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第１号平成２４年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定について中、歳出４款衛

生費中１項保健衛生費６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費、５款労働

費（１項労働諸費４目ふれあいプラザ運営費を除く）、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、１１款災害

復旧費については、全員一致をもって認定すべきものと決しました。 

 それでは、１０分間の休憩をいたします。２５分まで休憩といたします。 

午後３時１４分 休憩 

―――――――――――― 

午後３時２４分 再開 

○委員長 それでは、休憩を解いて再開します。 

○ブランド観光課長 ちょっと先ほどダルーヴァのところで数字を申し上げましたけれども、ちょっと訂正をさ

せていただきたいと思います。ひと月当たり、係長のほうで１３０人というふうに申し上げましたけれども、１

２カ月の営業ではありません、９カ月とちょっとでありますのでそんなに大きくは変わりませんが、１７０人と

いうことであります。訂正をさせていただきます。 

○委員長 それでは、次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第６号 平成２４年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 
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○委員長 議案第６号平成２４年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてを議題といたしま

す。説明を求めます。 

○経営管理課長 私からは、塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算書につきまして御説明申し上げます。決

算書の３３７ページ、また決算説明資料の１１３ページをお願いいたします。まず初めに決算説明資料の１１３

ページをお願いします。概要について御説明申し上げます。まず、総括事項といたしまして、楢川地区を給水区

域としまして簡易水道事業は、楢川簡易水道事業と贄川簡易水道事業の統合によりまして効率的で安定した事業

運営を図るため、連結管路網の整備を主体に取り組みました。また、定期的な水質検査などによります適正な浄

水処理や、漏水対策による効率的な水運用を図り、安全でおいしい水の安定供給に努めました。 

次に、業務状況ですが、平成２４年度末における給水戸数は１，０５２戸であり、給水人口は２，７８７人と

なり、普及率は９９．６％となっております。年間総配水量は３０万８，１４５立米で、年間有収水量は２５万

５，３７８立米で、有収率は８２．９％となりました。 

次に、建設事業の概要ですが、新設した楢川浄水場の給水範囲の拡大により贄川地区をつなぐ連結管路網の整

備を主体に取り組み、国道１９号桃岡交差点改良工事に関連する延長７５メートルの配水管布設工事を施工し、

連結管を整備いたしました。今後の簡易水道施設建設事業としましては、国道の改良工事に合わせ連結管路網の

整備などを行う予定です。 

次に、歳入・歳出状況でございます。歳入合計は１億１，８９２万３，５７０円、前年度比１，６７２万６，

４７０円、１６．４％増であり、これに対しまして、歳出合計は１億１，８９０万７，８５９円、前年度比１，

６７２万４，９６９円、１６．４％増でありました。差引額につきましては１万５，７１１円となりました。 

続きまして、歳入歳出の決算書の３３７ページからお願いいたします。３３８、３３９ページにつきましては、

歳入歳出決算書の款項別集計表の歳入になります。３４０、３４１ページにつきましては、歳出になっておりま

す。 

続きまして、３４２ページをお願いします。簡易水道事業特別会計決算事項別明細書になります。歳入ですが、

主なものにつきまして御説明申し上げます。１款使用料及び手数料１項使用料１目簡易水道使用料につきまして

は、３４３ページ備考欄にありますとおり、簡易水道使用料（現年度分）は４，７３４万４，１００円、収納率

は９８．０％です。また、過年度分は、７５万６，２６０円で、収納率は５１．２％となっております。 

次に、２款国庫支出金１項国庫補助金１目簡易水道費国庫補助金につきましては、右ページになりますが、簡

易水道整備事業補助金は、補助基本額３，０００万円の４分の１となります７５０万円となっております。 

次に、３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金につきましては、右ページになります。一般会計繰入

金３，９２３万５，０００円は、総務省の繰入基準に基づきまして一般会計から繰り入れをしていただいたもの

でございます。 

６款市債につきまして３４４ページをお願いいたします。１目簡易水道事業費、右ページになります。２，４

００万円ですが、簡易水道施設整備事業債といたしまして配水管工事等に充当した起債でございます。私からは

以上でございます。 

○上水道課長 続きまして歳出のほうをお願いいたします。３４６、３４７ページをお願いいたします。歳出２

項施設管理費１目維持管理費でございます。３４７ページの１つ目の丸、量水器維持管理費５５７万５，８４１
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円でございます。３つ目の丸、メーター費ですけども、５１０万２，６３０円でございますが、新規メーター２

５個と、検満メーターの２５年度分の４７７個の合計５０２個のメーター購入費でございます。 

次の白丸、浄水施設等維持管理費でございます。８５２万７，３２２円でございますが、３番目の黒ポツ、電

力使用料につきましては、楢川浄水場、平沢配水池、各ポンプ室等の施設の電力使用料２４８万５，５８５円で

ございます。次の４つ下の施設整備点検委託料１８７万３，２６３円でございますけども、その下段、楢川浄水

場膜ろ過設備薬品洗浄業務委託料１３６万５，０００円でございますけれども、これにつきましては、通常のろ

過洗浄では除去できない膜ろ過装置内の堆積物を薬品で除去し、膜ろ過装置の機能回復を図りまして延命化を図

るものでございます。次の２つ目の下の黒ポツ、水質検査委託料でございます。３０５万５，３００円でござい

ます。その下段、簡易水道水質検査業務委託料２６６万６，３７０円につきましては、楢川地区原水１カ所、浄

水４カ所、これらを水道法に基づき、平成２４年度の水測定計画で定めた水質検査委託でございます。 

 次、３４８、３４９ページをお願いいたします。上から２つ目の丸、簡易水道施設情報化推進事業４２０万円

につきましては、平成２８年度、上水道統合に向けた楢川簡易水道施設の資産台帳を整備したものでございます。 

次、２款建設改良費１項建設改良事業費１目施設建設事業費でございます。３４９ページ右側の１つ目の丸で

すけども、簡易水道施設建設事業３，１７２万７，３２５円でございます。２つ目の黒ポツ、配水管等布設工事

でございます。２，５７９万８，５００円でございますが、その下段、桃岡橋橋梁添架配水管布設工事１，６５

６万９，０００円につきましては、国道１９号桃岡橋の拡幅工事に伴います橋梁添架配水管７５メートルを施工

し、連結管の進捗を図り、安定給水に寄与したものでございます。連結管路網の整備率とましては９２．２％と

なっております。残る桃岡と長瀬間の残りの３１５メートルを平成２５年度施工する予定でございます。次の舗

装本復旧工事９２２万９，５００円につきましては、市道桃岡贄川線を前年度施工しました連結管布設工事の舗

装本復旧を施工し、交通の安全に寄与したものでございます。私からは以上です。以上、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○委員長 それでは、質疑を行います。委員より御質問、御意見がありますか。 

○永井泰仁委員 この決算を見ますと、有収率がですね、８２．９％ということで０．６ポイント上がって来た

ということで非常に結構なことでございますが、反面ですね、お金のほうでございますが、未収金が出ておりま

す。それから、収納率が若干でありますが下がってますが、過年度分はともかくとして、現年度分で下がってい

る理由は、どんなとこでしょうか。 

○経営管理課長 現年分での収納率の低下につきまして０．２％下がっているような状況でございます。私たち

の努力は常々行っておりますが、また滞納整理月間等設けましてやってるわけでございますけども、なかなか納

めていただけないような状況が続いてございます。また今後もですね、収納率を上げるような形で努力を進めて

いきたいと思いますので、御理解願いたいと思います。 

○永井泰仁委員 もう１点、楢川の浄水場は、いわゆる浄水の処理方式が膜ろ過ということで、設備の方式であ

りますが、一般的に砂でやってる急速ろ過方式に比べて効率的と言いますか、浄化のコスト的には、どちらのほ

うがいいというふうに感じられてますか。 

○上水道課長 大変済みません、コスト比較は今手持ちの資料がございませんので、膜ろ過方式と急速ろ過方式

のまず違いを御説明させていただきたいと思います。まず、楢川浄水場につきましては、無人化を図っておりま
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す。その中で、水源が表流水、橋戸水源からの表流水ということで平成１８年の豪雨のときにも大変濁ったわけ

ですけども、そういった濁りに対応するには膜ろ過方式については非常に有効であるということと、あと、今、

クリプトスポルジウムという原虫類の除去ということでの対応につきましては、それは濁度管理をきちんとしな

くてはいけないということがございますけども、それにつきましては、膜ろ過装置につきましては濁度管理がき

ちんとできるという形での設備になっております。そういった形で、急速ろ過と膜ろ過方式、それぞれ処理水量

が違えば当然コスト的なものも変わってはきますので、一概にコスト的にどうかということでは扱いにくいとは

思いますけども、施設の安定した安全な水を供給するという点につきましては、膜ろ過装置は非常に有効である

というふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

○委員長 よろしいですか。 

○永井泰仁委員 はい、いいです。 

○委員長 ほかにありますか。よろしいですか。 

 特にないようですので、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので、採決を行います。議案第６号については、原案のとおり認めることに御異議ございません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第６号平成２４年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定については、

全員一致をもって認定すべきものと決しました。次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第９号 平成２４年度塩尻市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 

○委員長 議案第９号平成２４年度塩尻市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定についてを議題とします。説

明を求めます。 

○経営管理課長 それでは、水道事業会計決算書、別冊になりますのでお願いいたします。１ページをお願いし

ます。塩尻市水道事業報告書であります。２ページから３ページの概要につきましては、本会議で部長より説明

がありましたので、内容を省略させていただきます。 

まず４ページに議会議決事項が、７ページから９ページに３２件、３億８，３４６万２，９００円の工事の概

要が、１０ページから１２ページに業務について、１３、１４ページには工事費１，０００万円以上、委託につ

きましては２００万円以上の契約について記載してあります。１５ページには企業債の概況で、償還状況です。

１６ページからは、塩尻市水道事業会計決算になります。１７ページから２０ページには、決算報告書が款項区

分により税抜きで記載してございます。 

２７ページをお願いいたします。３条予算の収益費用明細書から主なものを税込みで申し上げます。まず収益

の部でございますが、１款水道事業収益１項営業収益１目給水収益１３億６，１３３万４，５６０円は、調定給

水量６９０万６，３１１立米、給水件数につきましては３万１，７７２件でございます。前年度の給水量につき

ましては、６８７万２，１５０立米で、件数は３万１，２９１件、給水量は３万４，１６１立米の増となってお

り、件数では４８１件の増となっております。残暑等によります給水量がふえたものと想定されます。なお、収
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納率につきましては９７．７％となりまして、前年比０．１％減となっております。また、料金は、対前年度比

０．４％増で、４９３万２，１００円の増額となっております。 

３目その他営業収益でございますが、９，５７１万７，８６４円で、主なものにつきましては、３節の他会計

負担金の下水道使用料徴収経費負担金４，７３９万８，０００円で、こちらが主なものでございます。次に４節

の施設負担金で、新規加入１９３件、口径変更２０件で、２，１８７万８，８５０円であります。 

２８ページをお願いいたします。２項営業外収益の２目補助金９８２万４，０００円でございますが、１節他

会計補助金といたしまして、一般会計繰入金として、消火栓用水の使用料６２０万円と企業債利子償還金３６２

万４，０００円となります。 

次に、５目引当金戻入益でございます。退職給与引当金戻入益でございまして４，０１３万９，９３７円でご

ざいます。 

２９ページをお願いいたします。費用の部でございます。１款水道事業費用１項営業費用１目原水及び浄水費

４億１，９０８万４，０２６円の主なものについて３０ページをお願いいたします。１８節の委託料３，０９０

万６，０８４円につきまして、法定５０項目の水質検査業務委託料１，４８９万８，４５０円、また、５つ目の

浄水施設保守点検業務委託料５８４万５，２４５円等でございます。次に、２１節修繕費２，５１６万９，６０

０円につきましては、各浄水場の関係の修繕費でございます。３５節受水費２億８，１７１万５，１５６円につ

きましては、長野県企業局松塩水道用水受水費が主なものでございます。 

３１ページをお願いいたします。１項営業費用２目配水及び給水費８．７２９万３，０３３円の主なものにつ

きましては、２１節修繕費７，３１８万８，０００円で、給配水管修繕費６３件分、１，０２４万９，３７８円、

また鉛管解消５０２件の５，４５２万６，８３２円でございまして、鉛管解消につきましては、全体が８，６０

０件ございまして、そのうち２４年度末までに５，０００件を解消し、解消率は５８．１％となっております。

この鉛管解消につきましては、決算説明資料の８ページにございますので、そちらに主要事業の成果等とありま

すので参照していただきたいと思います。 

４目の業務費１億１，５４６万２，００７円の主な内容につきましては３２ページをお願いいたします。下段

になりますが、１８節の委託料４，２５２万３，２１５円につきましては、水道メーター検針業務委託料２，８

５６万円が主なものでございまして、塩尻市水道事業協同組合へ委託しております。総件数は３９万２，５８４

件で、月平均にいたしますと、４万９，０７３件を検針しているものでございます。 

３３ページをお願いいたします。４目業務費１９節の手数料６４８万３，２６８円の主なものは、金融機関収

納事務取扱手数料３１万５，５８０件分で、金額にいたしますと４０２万２，４４０円。次にコンビニ収納取扱

手数料が４万４，３５７件で、２４２万１，８８８円が主なものでございます。 

５目の総係費につきましては、経常経費が主なものでございます。１億１，１０１万１，３５５円の主な内容

につきましては３４ページをお願いいたします。８節退職給与金４，０１３万９，９３７円、退職給与金としま

して９名分の退職手当でございます。９節の退職給与引当金２，８３０万４，６４９円につきましては、引当金

といたしまして積み立てるお金でございます。 

３５ページをお願いいたします。６目減価償却費５億３，６３１万１，３９３円につきましては、固定資産減

価償却費でございます。固定資産明細書が４１、４２ページにありますので、また御参照願います。 
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２項の営業外費用につきまして、１目支払利息及び企業債取扱諸費１億２，３５０万１，０９３円につきまし

ては、過年度に借り入れた起債の利息で、４７件分でございます。企業債明細書が４３、４４ページにあります

ので御参照願いたいと思います。 

３６ページをお願いいたします。２目消費税２，２６４万２，９７４円につきましては、平成２４年度納付し

た額でございます。 

３項特別損失３４７万９，９１０円につきましては、不能欠損金３４２万６，９６０円が主なもので、死亡、

行方不明等によります不納欠損金となります。対象者は３８５人となります。収益費用につきましては以上でご

ざいます。 

○上水道課長 続きまして、３７ページお願いいたします。資本的収入支出明細書、４条の分になります。収入

の部ですけども、１款資本的収入１項企業債１目企業債ですけども、１億１，１００万円の企業債を借り入れて

おります。 

次、３項負担金１目他会計負担金１節他会計負担金につきましては、消火栓の新設工事の負担金としまして、

野村、平出各１基の消防防災課からの依頼によります消火栓工事に伴います負担金でございます。次の２目建設

工事負担金１節建設工事負担金につきまして、１，１２３万５，０００円につきましては、雨水幹線事業関連に

伴います田川左岸３－２号雨水幹線工事に伴います配水管の布設替工事の負担金でございます。 

次、４項補助金１目他会計補助金１節他会計補助金につきましては、２，２７８万３，０００円につきまして

は、企業債の元金償還金の一般会計からの繰入金でございます。次、２目国庫補助金１節国庫補助金につきまし

ては、片丘浄水場移設更新事業に伴います補助率３分の１の１，３３６万９，０００円の国庫補助金でございま

す。 

次、３８ページをお願いいたします。１款資本的支出１項建設改良費２目配水施設費９，９５３万１，９７４

円の主なものでございます。１８節委託料２，２４３万８，３４３円でございますが、２つ目のポツ、長者原踏

切配水管布設詳細設計委託料７０９万７，８４３円につきましては、建設課で行います長者原踏切の拡幅に伴い

ます配水管の推進工事に伴う設計委託料でございます。次、２つ下の床尾受水池応急給水拠点整備実施設計委託

料３１５万円につきましては、郷原配水池に続き、本市２カ所目の応急給水拠点整備として床尾受水池の設計委

託料で、緊急遮断弁と応急給水拠点整備の委託料でございます。その詳細につきましては、決算説明資料の８ペ

ージの下段、基幹施設耐震化推進事業に記載してございますので、あわせてごらんいただきたいと思います。次、

２２節工事請負費６，７１４万３，０００円につきましては、配水施設整備事業としまして、配水管改良工事３，

７８５万８，５００円でございます。全部で９工区実施してございまして、配水管改良１，２５０メートルの新

設改良を行っております。その中で、石綿管の改良５５０メートル、老朽鋳鉄管の改良５７０メートルを行って

おりまして、石綿管につきましては、残延長１７７メートル、老朽鋳鉄管につきましては、残延長２７０メート

ルとなり、平成２５年度の完了の見込みをしております。これにつきましては、決算説明資料の９ページ上段の

配水施設整備事業に掲載してございますので、あわせてごらんいただきたいと思います。次の道路事業関連工事

費１，４９６万２，５００円につきましては、国道１９号北拡幅工事に伴います配水管の布設工事で、繰越工事

となっておりますけども、２工区として１８１メートルの配水管を布設してございます。次の舗装本復旧工事費

１，４３２万２，０００円につきましては、３工区ございまして、県道原洗馬停車場線、市道銀行前ほか２路線、
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市道野村大門線、合計３，１２９平米の舗装復旧をしてございます。 

次、３９ページをお願いいたします。１款建設改良費３目浄水施設費でございます。２２節工事請負費でござ

いますけども、１つ目のポツ、浄水施設整備事業でございます。床尾浄水場薬品沈澱池耐震補強としまして１，

２７８万９，０００円でございます。耐震診断に伴います耐震性に問題がありました床尾浄水場の薬品沈澱池の

耐震補強工事が完了し、災害時においても浄水機能が確保できるということで施工ができました。次の下のポツ、

片丘浄水場移設更新事業ですけども、こちらにつきましては、説明資料９ページの下段を一緒にごらんいただき

たいと思います。沈澱池・ろ過池築造としまして１億７，２０３万２，０００円、管理棟築造としまして３，８

８５万円、取水施設築造としまして２，７９５万円を施工しまして、片丘浄水場の整備進捗を図りまして、浄水

場の整備率につきましては３４．２％ということでございます。あとまた、取水施設の整備に伴いまして安定し

た取水量の増量ができまして、変更認可取水量１，１７０トンの取水が安定して取れるような形での確認をして

おります。次の導水施設整備事業、片丘第１・第２接合井の築造ということで１，８２７万円につきましては、

片丘の導水の高低差の落差を抑えるために、水圧を抜くための第１・第２接合井を設置したものでございます。 

次、４０ページをお願いいたします。４目受託建設費２２節工事請負費につきましては、１，３３９万８，０

００円でございます。これにつきましては、先ほどの収入のほうでもお話をさせていただきましたように、消火

栓の設置工事２カ所、それと、雨水幹線事業に伴います配水管の布設替工事１，１２３万５，０００円でござい

ます。 

次の２項企業債償還金３億７，０１０万９，２５９円は、企業債償還金といたしまして４０件分の元金償還金

でございます。企業債明細書が４３、４４ページにございますので、あわせて御参照願いたいと思います。 

次の３項開発費１目開発費１節事業用システム開発費につきましては、決算資料１０ページ、水道料金賦課徴

収推進事業もあわせて参照いただきたいと思います。平成２３年度に水道事業と下水道事業で２カ年にわたり委

託発注し、平成２４年度分の水道事業の費用でございます。私からは以上でございます。 

○経営管理課長 ２１ページへお戻りください。塩尻市水道事業損益計算書でありますが、税抜きで記載してご

ざいます。１の営業収益から２の営業費用を控除いたしました営業利益は、１億３，５９８万３，５８７円にな

っております。次に、ただいまの営業利益に３の営業外収益を加え、４の営業外費用を控除した経常利益につき

ましては、７，０３９万１，７１３円となります。次に、経常利益から５の特別利益と６の特別損失を控除しま

した、下から３行目の当年度純利益は６，７０７万６，７９８円となり、前年度繰越欠損金を加えました当年度

未処分利益剰余金としてプラスに転じまして、４，４０３万８，０７１円となります。 

 ２２ページをお願いいたします。左下になります。塩尻市水道事業剰余金処分計算書（案）でございますが、

先ほどの損益計算書にありましたとおり、当年度の未処分利益剰余金は４，４０３万８，０７１円であり、これ

を地方公営企業法第３２条の２項によりまして、条例の定めるところにより又は議会の議決を経て行わなければ

ならないとなっており、当市においては条例化されておりませんので、今後必要になります配水施設整備事業、

また浄水施設整備事業のために建設改良積立金への積み立てについて議会議決をお願いするものでございます。

よろしく御審議をお願いしたいと思います。 

 ２４、２５ページをお願いいたします。水道事業の財政状況をあらわします貸借対照表でございます。税抜き

で記載してございます。資産の部では、最下段にあります資産合計につきまして１５９億６，０３７万９，９９
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８円となりました。２５ページをお願いします。負債の部では、負債合計３億４，２９２万１，１７３円となり

ます。資本の部では、下段になりますが、資本合計は１５６億１，７４６万８，８２５円であります。負債資本

合計につきましては、資産合計と同額の１５９億６，０３７万９，９９８円となりました。 

 ここで、７の剰余金の（２）利益剰余金、こちらにつきましては、先ほどのとおり、ロの当年度未処分利益剰

余金を、イの建設改良積立金へ積み立て、９，１４１万２，９７６円が１億３，５４５万１，０４７円となるも

ので、このことについて議決をお願いするものでございます。水道事業につきましては以上でございます。よろ

しく御審議願いします。 

○委員長 それでは、質疑を行います。委員より御質問、御意見がありますか。 

○永井泰仁委員 この決算、総じていい決算になっていると思いますが、経常収支比率と、それから、この経常

収支比率１００を基準とした場合にですね、一般会計と企業会計の基本的な違いについて説明してください。 

○経営管理課長 担当係長からお話させていただきます。 

○総務係長 決算説明資料のページが１９ページになります。１９ページのところの経営分析及び財務状況に関

する調べというところの、２番の経営の効率性及び健全性というところに経常収支比率、営業収支比率というも

のが書いてございます。これにつきましては、営業収益を経常費用で割るというものでございまして、ここで２

４年につきましては、１０５．１になっているということでございます。この経常収益と経常費用というものに

つきましては、損益計算書、先ほど課長のほうからも説明がございましたが、決算書の２１ページになります。

２１ページのところにあります、１番の営業収益と３番の営業外収益、これを足したものが経常収益となります。

逆に、費用の経常費用につきましては、（２）番、営業費用と４番の営業外費用ということで、この合計を足した

もので割り返していくと、１０５．１％となるものでございます。 

 ちょっと一般会計のほうのその辺が、勉強不足で私のほうではわからないんですけども、企業会計のほうでは、

こういう出し方をして収支比率を出してございます。 

○永井泰仁委員 それじゃ、部長お願いします。 

○水道事業部長 一般会計のほうとですね、経常収支比率の算出法が逆になってまして、公営企業の場合は、１

００％未満は損失が計上されてるっていう形になってまいります。一般会計はこれが逆で、１００％以下になっ

てないとまずいという違いがございます。これは、使っております地方公営企業法に基づく指標でございますの

で、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○永井泰仁委員 部長、しっかり理解していただいたんでいいですが、ともすると、一般会計と間違えて、１０

０よりも下がってるでいいじゃないかいって言う人がいるけども、企業会計は全く逆で、１００以上じゃないと

健全じゃないという意味で大変いいかと思います。 

 それでですね、あと、前々から私が言っております、芦ノ田の浄水場がですね、今度は廃止になって、今、日

量４００トンくらいということですが、これが廃止になった場合にですね、どのくらいな、何て言うか、維持管

理費が軽減されるか、試算してあったらお願いいたします。 

○上水道課長 芦ノ田の運転経費の関係ですけども、よろしくお願いいたします。芦ノ田の運転経費ですけども、

平成２４年度決算のほうから追い出しまして、薬品費等につきましては、薬品費とあと動力費につきましては、

まだ芦ノ田の水をつくらなかった分を今度ほかでつくるということがございますので、そういったところを控除
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いたしまして、おおむね１，８００万円、報償費まで入れて１，８００万円の経費が軽減されるということでお

願いいたします。 

○永井泰仁委員 人件費にしりゃ、３人か４人分の削減で大変いい効果ではないかと思っております。ぜひそん

なことで、芦ノ田の浄水場のほうはね、早く閉じるような方向で進めたらどうかと思います。 

それから、あと、石綿管がですね、平成２５年には全部解消するというようなことも、今まで聞いてますが、

予定どおりで、本年度２４、２５で終わりになりますかどうか。 

○上水道課長 先ほどの説明でも申し上げましたように、あと１７７メートル残っておりますので、石綿管と鋳

鉄管につきましては２５年度完了ということでよろしいかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

○中村努委員 単純なことを教えてください。未処分利益剰余金の考え方ですけど、剰余金が出たの、私、初め

て見たものですからお聞きするんですけど、これ１円でも出れば、今回のような手続きをしなきゃいけないとい

うことですか。 

○経営管理課長 一応ですね、プラスになれば、法的には議会にかけて計上するという形になりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○中村努委員 例えば議会で認めないということになった場合は、これはどうなるんですか。 

○経営管理課長 次年度への繰越金という形になるかと思います。 

○中村努委員 次年度への繰り越しでよければ、それでもいいような気もしないじゃないけど、いかがですか。 

○経営管理課長 担当係長から説明させていただきます。 

○総務係長 未処分利益剰余金のまま残すということも可能ではございます。１円出れば、１円のまま未処分利

益剰余金に残して、次年度にそのまま残して剰余金として残しておくということは可能です。今回の場合は、建

設改良積立金に全ての金額を積み立てるということになります。あと、議会議決がなかった場合という、しても

らえなかったということになれば、そのまま未処分利益剰余金として来年度のところに残ってくるということに

なります。今回議決がされれば、先ほど課長が言ったように、損益計算書のところの建設改良積立金に額がふえ

る。この９月議決をもってその振替処理をするということになります。 

○委員長 いいですか。ほかにありますか。 

 特にないようですので、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので、採決を行います。 

 議案第９号については、原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第９号平成２４年度塩尻市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定については、

全員一致をもって可決及び認定すべきものと決しました。次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１０号 平成２４年度塩尻市下水道事業会計剰余金の処分及び資本金の額の減少並びに決算認定 

について 
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○委員長 議案第１０号平成２４年度塩尻市下水道事業会計剰余金の処分及び資本金の額の減少並びに決算認

定についてを議題といたします。説明を求めます。 

○経営管理課長 ４５ページからお願いします。塩尻市下水道事業報告書です。４６、４７、４８ページの概況

につきましては、本会議で部長より説明がありましたので、内容を省略させていただきます。４９ページに議会

議決事項等が、５２ページから５４ページに４４件、１億６，９６５万９，６９８円の工事の概況が、５５ペー

ジから５７ページに業務について、５８ページから５９ページには工事費１，０００万円以上、委託について２

００万円以上の契約について記載してあります。６０ページには企業債の概況、償還状況です。６２ページから

は、塩尻市下水道事業会計決算となります。６３ページから６６ページには決算報告書を款項区分により税抜き

で記載しております。 

７３ページをお願いいたします。３条予算の収益費用明細書から主なものを税込みで申し上げます。収益の部

でございます。１款下水道事業収益のうち、１項営業収益１目下水道使用料１４億４，３９３万６，４９０円に

つきましては、使用料、対前年度比０．９％増で、５９１万５，２２０円の増額であります。なお、収納率は９

７．７％となっております。 

２目他会計負担金６億３３０万１，０００円は、地方公営企業繰出基準によりまして一般会計から負担すべき

ものとされているものでございます。なお、３条予算、４条予算と合わせまして７億５，０００万円となってお

り、一般会計より収入させていただいております。 

２項の営業外収益でございます。６目引当金戻入益の１節退職給与引当金戻入益が主なもので、私からは以上

でございます。 

○下水道課長 私からは、費用の部、７４ページになりますが、その主なものについて説明をさせていただきま

す。１款下水道事業費用のうち１目管渠費であります。１８節委託料のうち上から２つ目の黒ポツ、マンホール

ポンプ維持管理委託料１，５９２万４，０５８円でありますが、これにつきましては、塩尻処理区、楢川処理区

のポンプ場１３７カ所の維持管理委託料となっております。その下、２１節修繕費のうち一番上の黒ポツ、マン

ホールポンプ修繕費１，８１９万１，２５０円でありますけれども、これにつきましては、非常通報装置の交換、

マンホールポンプの機器取りかえ工事等の修繕となっております。 

２目の浄化センター費でございますけども、７５ページをお願いします。１８節の委託料でございます。下か

ら４つ目の黒ポツ、運転管理業務委託料８，７６７万５，０００円でございます。これにつきましては、浄化セ

ンターの管理委託を日本クリーンアセスに委託しているものでございまして、１３名の職員によりまして管理を

行っております。その下の黒ポツ、脱水ケーキ処理委託料１億１，２０６万９，８８９円であります。これは、

昨年、５，２４４トンの汚泥が出まして、その処分にかかわる委託料でございます。主なものとしては、セメン

ト材料といたしましてセメント会社に処分を委託しておりますし、また、沈砂等が含む汚泥につきましては焼却

処分を行う業者に委託をしております。２１節修繕費でございます。一番上の黒ポツ、施設修繕費３，７１８万

９，８２４円でありますけれども、これにつきましては、し渣破砕機の部品交換、あるいは沈砂池加圧ポンプの

部品交換、電気設備の改修等を行ったものでございます。７６ページをお願いいたします。２４節動力費４，７

７６万８，５９０円でございますが、これにつきましては、浄化センターで使用した電気使用料になっておりま

す。２５節薬品費４，０５１万８，００９円でございます。これにつきましては、施設で使う薬品といたしまし
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て、脱臭剤あるいは活性炭等の購入費用でございます。 

それから、３目の小野水処理場費でございますけれども、辰野町へ委託して処理をしております北小野地区の

汚水処理場であります小野水処理センターにかかわる、辰野町への管理委託料となっております。２，３４３万

１，６５８円であります。 

４目の楢川処理場費でございます。１８節の委託料のうち、上から３つ目の黒ポツ、汚泥運搬委託料でござい

ます。８２６万１，２９３円でございます。これにつきましては、楢川処理場で発生する汚泥を衛生センターま

で運搬する委託となっております。昨年は、１，３１０キロリットル、１キロリットル６，３００円で委託を行

っております。私からは以上です。 

○経営管理課長 ７７ページをお願いいたします。８目業務費の３２節負担金４，７３９万８，０００円につき

ましては、下水道使用料徴収経費負担金といたしまして水道事業会計へ支払いしたものでございます。 

９目総係費につきましては、経常経費が主なものです。７８ページをお願いいたします。８節退職給与金１，

１８９万１，０２１円につきましては、６名分の退職手当でございます。９節の退職給与引当金４９８万６，１

１２円につきましては、引当金として積み立てするお金でございます。 

７９ページをお願いいたします。１０目減価償却費８億３，０７７万９，７３７円につきましては、固定資産

減価償却費でございます。固定資産明細書が８５、８６ページにありますので、御参照願います。 

２項の営業外費用１目支払利息及び企業債取扱諸費５億１，４５９万１，２９２円につきましては、過年度に

借り入れた起債の利息で、３８０件分であります。６０ページに企業債の償還状況と、８７ページから９８ペー

ジに企業債明細書がありますので御参照願います。 

８０ページをお願いいたします。２項営業外費用２目消費税３，４５１万５，９４２円につきましては、平成

２４年度納付した額でございます。３項特別損失７５６万４，３３０円につきましては、不納欠損金７４８万１

６０円が主なものでございまして、死亡や行方不明によりまして時効となるものでございます。対象者は４２３

人となります。３条の収益費用についての説明は以上でございます。 

○下水道課長 ８１ページからお願いいたします。４条予算の資本的収入支出明細書になります。まず収入の部、

１款の資本的収入になります。１項の企業債１目企業債でございますが、１節の企業債２億８，４１０万円につ

きましては、建設改良事業に充当したものであります。２節の資本費平準化債で３億１，０００万円であります

けれども、これにつきましては、世代間の負担の公平性を図る観点から、資本費の負担の一部を後年度に繰り延

べるために繰り入れを行ったものでございます。 

３項の負担金ですけども、１目他会計負担金１節他会計負担金１億４，６６９万９，０００円でございますけ

れども、これは、地方公営企業繰出基準に基づきまして一般会計から繰り入れを、負担をしていただいたもので

あります。 

４項の補助金であります。２目の国庫補助金１節国庫補助金２億６，３２０万円でありますけれども、これに

つきましては、浄化センター第２期改築工事、あるいは田川左岸３－２号雨水渠工事等、国庫補助金を取り入れ

て行った事業に対する国からの補助金であります。 

８２ページをお願いいたします。支出の部になります。１款資本的支出１項建設改良費でございます。１目の

公共下水道事業管渠施設費でありますけれども、２２節の工事請負費をお願いいたします。一番上の管渠工事費
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３，５５２万１，８４１円でございますけども、これにつきましては、マンホールポンプの機器取りかえ工事、

鉄ぶた交換工事、それから汚水支線工事２２８．９メートル分、汚水ますの設置工事２３カ所分でございます。

その２つ下、雨水渠工事費１億１，４３０万３，３５７円でございます。これにつきましては、田川左岸３－２

号雨水幹線５１５．８メートル、それから奈良井川右岸５号雨水幹線の放流口の整備にかかわる工事費でござい

ます。１８節委託料でございます。そのうちの一番上の黒ポツ、塩尻市浄化センター第２期改築工事委託料３億

８，９５８万４，５００円でございます。これは、第２期改築工事を日本下水道事業団へ委託したものでござい

まして、水処理設備、汚泥処理設備、それに伴う電気設備工事、建設工事等を事業団へ委託した内容となってお

ります。私からは以上です。 

○経営管理課長 ８３ページをお願いいたします。２項企業債償還金につきましては、過年度に借り入れました

企業債の元金分の償還でございます。１節企業債償還金３６８件分、１４億４，８３７万２，２４６円と、２節

資本費平準化債償還金１７件分、５，５８２万８円でありまして、企業債明細書が８７ページから９７ページに、

また資本費平準化債の明細書が９８ページにありますので、御参照願います。 

８４ページをお願いいたします。３項の開発費１，４３３万２，５００円につきましては、先ほど水道事業で

も説明いたしました、平成２３年度に水道事業と下水道事業で２カ年にわたりまして委託発注したものでござい

まして、平成２４年度分の下水道事業の費用でございます。上下水道料金システムの開発費でございます。 

６７ページへお戻りください。下水道事業損益計算書でありますが、税抜きで記載してございます。一番下か

ら３行目の当年度純利益は７，４９７万１，９４９円となり、前年度繰越欠損金を加えました当年度未処分利益

剰余金としてプラスに転じておりまして、１，８０１万１，８４５円となりました。 

６８ページをお願いいたします。塩尻市下水道事業剰余金処分計算書（案）でございます。先ほどの損益計算

書にありましたとおり、当年度の未処分利益剰余金は１，８０１万１，８４５円であり、これを地方公営企業法

第３２条の２項によりまして、多額の借り入れがございますので、減債積立金への積み立てについて議会議決を

お願いするものでございます。また、資本金の自己資本金のうち引継資本金は、旧楢川村より引き継がれたもの

でございます。こちらについては、平成２６年度から会計制度の見直しによりましての資本剰余金へ振り替えを

行うものであります。よろしく御審議を願いたいと思います。 

７０、７１ページをお願いいたします。下水道事業の財政状況をあらわします貸借対照表でございまして、税

抜きで記載してございます。資産の部でございますが、最下段の資産合計は、４８６億９，９５７万４，８８７

円となりました。７１ページをお願いいたします。負債の部では、負債合計２７億５，２８９万６，５７５円と

なりました。資本の部では、下から２行目になります。資本合計につきましては、４５９億４，６６７万８，３

１２円であり、負債資本合計は、資産合計と同額の４８６億９，９５７万４，８８７円となりました。 

ここで、先ほど水道でもありました、７の剰余金につきまして、（２）利益剰余金につきましては、先ほどのと

おり、イの当年度未処分利益剰余金をゼロといたしまして、新たに１項目設けまして、減債積立金として１，８

０１万１，８４５円とするものでございます。また、６の資本金の（１）自己資本金のうち、ロの引継資本金１

４億６，３８７万２，３６３円につきましては、先ほども申し上げました楢川特環分で引き継がれたものでござ

いまして、内訳は、自己資本金が８，１２９万２，０００円余、受益者負担金が１億１，４９３万４，０００円

余、国庫補助金が１２億６，７６４万６，０００円余でございます。これを、自己資本金を除く１３億８，２５
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８万３３３円を、７剰余金（１）資本剰余金のニの受益者負担金、ホの国庫補助金へ振り替えをするものでござ

います。以上、下水道事業会計の決算の説明をさせていただきました。よろしく御審議願います。 

○委員長 それでは、質疑を行います。委員より御質問、御意見がありますか。 

○丸山寿子委員 ７５ページのところで、１６通信運搬費と、それから１８の委託料のところに、放射能濃度測

定検体送料と、それから測定の業務委託料がありますけれども、この内容と、それから回数ですとか委託先につ

いてお聞きしたいので、お願いいたします。 

○下水道課長 私のほうから、放射能濃度測定業務委託料につきましては、平成２４年度は２回行っております。

なお、検体の送料につきましては場長のほうからお答えいたします。 

○浄化センター所長 通信運搬費に載っております放射能濃度測定検体送料につきましては、これは、全ての処

理場の放流水についての放射能濃度の測定なんですが、これを県が、測定に係る費用は負担してくれて、県の測

定機関で測定していただいたんですけど、そこの測定機関まで自分で持って行くか、または、宅急便を使って運

び入れるようにということだったので、宅急便を使って運んだ費用になっております。 

○丸山寿子委員 それで、測定の結果については公表等していますが、改めてお聞きしますが、結果と、それか

ら広報の仕方というか公表の仕方について確認させてください。 

○浄化センター所長 放流水につきましては、県のホームページにも載っておりますし、市のホームページにも

載せておりますが、不検出で結果は出ております。 

 それと、汚泥につきましては２回行いましたが、１回目は３項目とも不検出、セシウム、ヨウ素につきまして

は不検出で、２回目１２月に測定をしたんですが、そちらでは、一応ヨウ素が検出されたということで、一応新

聞各社に通知をしまして新聞でも報道しましたし、ホームページのほうにも掲載しております。 

○下水道課長 先ほど放射能の測定委託の委託先でございますけれども、昨年２回分とも環境技術センターのほ

うへ委託をして検査をしてもらっております。 

○丸山寿子委員 あと、ちょっと別のところでお願いしたいんですが、７４ページの管渠費の修繕費、マンホー

ルポンプ修繕費のところで非常通報装置というような説明があったかなと思うんですけど、どういう機能なのか

教えてください。 

○下水道課長 マンホールポンプにつきましては、ぐあいが悪くなるというかですね、マンホールのところへ汚

水がたまりまして、ある一定の水準になるとですね、ポンプが稼働して圧送するような仕組みになっております。

しかし、例えば停電等によりましてマンホールポンプがとまるというようなことが起こっております。そのよう

なときにですね、自動的にその管理会社とか浄化センターのほうへ通報が入るという装置になっておりまして、

そういった機器をですね、古い機器、あるいは統一したシステムというかメーカーに今順次かえておりますので、

そういったものの交換等を行っております。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。 

○永井泰仁委員 浄化センターのことですが、これから心配されるのはですね、耐震性の問題ですね。これらを

どういうふうに今後改良というか、補強というかね、そういう計画を考えられているのかという点と、それから、

マンホールのふたが当初よりも補助金等うまく導入されて、予定よりも速いペースで進んでおられるようですが、

これについても今後どのような取り組みをされるのか、お伺いいたします。 
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○下水道課長 浄化センターの耐震でございますけれども、ことしからですね、第１期の長寿命化事業が始まっ

ております。ことし設計ということで、来年から工事が始まりますけども。その中でですね、耐震化が必要なと

ころについてはですね、一緒に耐震化をしていくという計画になっております。 

それから、鉄ぶたの交換でございますけれども、確かにいろんな補正とかですね、経済対策がありまして、予

定よりも進んでおります。これにつきましては、今、１期目の長寿命化対策でやっておりますけれども、来年か

らまた第２期の長寿命化対策ということで、その計画づくりを始めてですね、順次広げていくというか、老朽化

した管ないしは人口の調査を行って、そういった事業、国の事業を取り入れていくという予定になっております。 

○委員長 よろしいですか。ほかにありますか。よろしいですか。 

 特にないようでございますので、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので、採決を行います。議案第１０号については、原案のとおり認めることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第１０号平成２４年度塩尻市下水道事業会計剰余金の処分及び資本金の額の減

少並びに決算認定については、全員一致をもって可決及び認定すべきものと決しました。次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１１号 平成２４年度塩尻市農業集落排水事業会計決算認定について 

○委員長 議案第１１号平成２４年度塩尻市農業集落排水事業会計決算認定についてを議題とします。説明を求

めます。 

○経営管理課長 ９９ページからお願いします。塩尻市農業集落排水事業報告書でございます。１００、１０１

ページの概況につきましては、部長より説明がありましたので、内容を省略させていただきます。１０２ページ

に議会議決事項が、１０５ページに３件、４１９万４，７５０円の工事の概要が、１０６、１０７ページに業務

について、１０８ページには工事費１，０００万円以上、委託費２００万円以上の契約について記載してありま

す。また、企業債の概要で償還状況でございます。１１０ページからは塩尻市農業集落排水事業会計決算となり

ます。１１１ページから１１４ページには、決算報告書を款項区分により税抜きで記載してあります。 

１２１ページをお願いいたします。３条予算の収益費用明細書から主なものを税込みで申し上げます。収益の

部でございますが、１款農業集落排水事業収益１項営業収益１目農業集落排水施設使用料１億５９４万７，１９

０円につきましては、使用料、対前年度比０．５％増で、５０万３，１００円の増額であります。なお、収納率

につきましては、前年と同率の９８．５％となっております。 

２目他会計負担金２億５６８万８，０００円につきましては、地方公営企業操出基準によりまして一般会計か

ら負担すべきものとされているものでございます。私からは以上でございます。 

○下水道課長 続きまして費用の部になります。１款の農業集落排水事業費用でございまして、１項の営業費用

からでございます。１目の管渠費のうち、１８節委託料でございます。一番上の黒ポツ、マンホールポンプ維持

管理委託料３９２万７，０００円でございます。これにつきましては、農集排の区域、今７カ所ありますけれど

も、その区域の中に今６１カ所のマンホールポンプがありまして、これの点検、清掃等の管理委託料となってお



59 
 

ります。 

 ２目の浄化センター費、その１８節委託料でございます。一番上の黒ポツ、浄化センター管理委託料１，３８

０万２，２５０円でございます。これにつきましては、それぞれ農集の処理場７カ所分のですね、管理委託料と

なっております。それから、その下の黒ポツ、汚泥運搬等委託料１，４２８万２５１円でございますけれども、

これにつきましては、農集の各処理場で発生する汚泥を衛生センターに運搬するための委託料となっております。

私からは以上です。 

○経営管理課長 １２３ページをお願いいたします。５目業務費の３２節負担金５２１万４，０００円につきま

しては、農業集落排水施設使用料徴収経費負担金といたしまして水道事業会計へ支払ったものでございます。 

次に、１２４ページをお願いいたします。７目減価償却費１億３，６０７万３，６２７円につきましては、固

定資産減価償却費でございます。固定資産明細書が１２７、１２８ページにありますので、御参照願いたいと思

います。 

 ２項の営業外費用１目支払利息及び企業債取扱諸費７，２１７万４，７３４円につきましては、過年度に借り

入れた起債の利息で、１７８件分であります。１０８ページに償還状況と、１２９ページから１３４ページに企

業債明細書がありますので、御参照願いたいと思います。 

３項特別損失５万３，７００円でございますが、不納欠損金で時効となるもので、対象者は３人となります。

３条の収益費用についての説明は以上でございます。 

○下水道課長 １２５、１２６ページをお願いいたします。４条予算の資本的収入支出明細書になります。収入

の部からでございますが、１款の資本的収入３項負担金１目他会計負担金でございます。５，１６８万９，００

０円でございます。これにつきましては、地方公営企業繰出基準に基づきまして一般会計から負担をしていただ

いたものになります。 

支出の部になります。１款の資本的支出２項企業債償還金でございます。１目の企業債償還金１億８，６６７

万７，２４６円でございます。これにつきましては、過年度に借り入れた企業債の元金分の償還であります。こ

の明細書につきましては、１２９ページから１３４ページにありますので御参照願いたいと思います。私からは

以上です。 

○経営管理課長 １１５ページへお戻りください。農業集落排水事業損益計算書であります。税抜きで記載して

ございます。下から３行目の当年度純利益は７１９万５，１２４円となり、前年度繰越欠損金と合わせた当年度

未処理欠損金として、マイナスで２，０２９万６，２８１円となります。 

次に、１１８、１１９ページをお願いいたします。農業集落排水事業貸借対照表で、税込みで記載してござい

ます。資産の部では、最下段の８５億５，８６７万９，５９５円となりました。１１９ページをお願いいたしま

す。負債の部では、負債合計３，５１３万１，５１６円となりました。資本の部では、下段から２行目になりま

すが、資本合計になります。８５億２，３５４万８，０７９円になり、負債資本合計は、資産合計と同額の８５

億５，８６７万９，５９５円となりました。以上で、農業集落排水事業会計決算の説明とさせていただきます。

よろしく御審議願います。 

○委員長 それでは、質疑を行います。委員より御質問、御意見がありますか。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○委員長 特にないようでございますので、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 ないので、採決を行います。議案第１１号については、原案のとおり認めることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○委員長 異議なしと認め、議案第１１号平成２４年度塩尻市農業集落排水事業会計決算認定については、全員

一致をもって認定すべきものと決しました。 

 以上をもちまして、本日の審査は全て終了いたしました。あすは、午前１０時開会といたします。本日は大変

御苦労さまでした。 

午後４時４０分 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年９月１９日（木） 

 委員会条例第２９条の規定に基づき、次のとおり署名する。 

 

経済建設委員会委員長  青木  博文  印 

 

 


